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　NHK経営計画（2015-17年度）は，20年の東京
オリンピック・パラリンピックで世界最高水準の
放送・サービスを実現するための「第 1ステッ
プ」と位置づけられている。 2年目となる16年度
は「スーパーハイビジョン」「インターネットサ
ービス」などの新サービス，新放送会館の整備，
安定送出・電波確保への取り組みを中心に推進し
た。
　16年 8 月 1 日に， 4 K・8 K試験放送「NHKス
ーパーハイビジョン」を開始し，12月 1 日には放
送サービス高度化推進協会（A-PAB）も試験放
送を開始した。 8月のリオデジャネイロオリンピ
ック開催期間には，試験放送でオリンピック関連
番組を放送し，全国で21万人以上が視聴した。
　熊本地震や台風10号などの災害時にインターネ
ットで「ニュース同時提供」を実施し，視聴者へ
いち早く情報を届けた。テレビ放送のインターネ
ット同時配信（試験的提供）では，15年度の検証
結果を踏まえ，サービス内容を拡充して実験を実
施した。
　新放送会館の整備としては，熊本放送局の会館
が16年度に竣工，仙台・金沢・静岡放送局の会館
は17年度竣工に向けて建設工事を開始した。また，
札幌・佐賀・大津・奈良放送局の会館についても
設計に着手した。
　正確かつ迅速な情報発信を強化するため，全国
のロボットカメラの機能強化，モバイルIP伝送設
備整備を進めた。また，災害時にも安定した放送
を届けるため，ラジオ送信設備の 2台化，放送会
館への予備送信機を整備した。また，中波難聴改
善・津波災害対策のためFM補完局を設置した。
（1）番組技術
　 4月14日（前震）と 4月16日（本震）に発生し
た熊本地震や， 8月末の台風10号，10月21日の鳥
取地震，11月22日の福島沖地震など，多発する自
然災害に的確に対応し，防災・減災報道に寄与し
た。10月 8 日の阿蘇山の噴火では，設置した太陽
光ロボカメが噴火の瞬間を捉え，全国新聞各社や
海外メディアにも配信された。「災害報道等のイ
ンターネット同時提供」は，熊本地震では福岡の，
函館での地震では札幌の管中放送を同時提供し
た。また，台風10号では盛岡R1を16日間臨時に
NHKオンラインで提供した。 6月20日に公開し
たニュース・防災アプリは160万ダウンロードを
超え，防災に役立つアプリとして広く認識された。
　 8月のリオ五輪では，総合テレビ約240時間，
BS1約360時間の放送と，2,000時間を超える全競

技・全種目のライブストリーミングをPC，スマ
ホ向けに配信し，現地の熱戦を余すところなく伝
えた。また， 8 K-SHV中継車と音声中継車の計
4台をリオデジャネイロへ持ち込み，開閉会式や
柔道・競泳・陸上・バスケット・サッカーの競技
を制作。 8月 1日から開始した 4 K・8 K試験放送
では，開会式のコンテンツが世界初の 8 K中継放
送番組となり，全国の各放送局での受信公開や，
6か所で実施したPV（Public Viewing）で，約
21万4,000人に 8 K-SHVの魅力を体感してもらっ
た。 1 月の大相撲初場所では初の 8 K-HDR
（High Dynamic Range）生放送を実施した。
　『第67回紅白歌合戦』は， 2階席にステージを
設置する新たな演出で，26台のカメラと400台の
ムービングライトを駆使して多角的に映像化し，
CR506スタジオからの生演奏による臨場感ある演
奏・歌声を視聴者に届けた。また，プロジェクシ
ョンマッピングと連動したリアルタイムバーチャ
ルCGも制作した。
　『大河ドラマ』「おんな城主　直虎」は，Super
35mmCMOSセンサー搭載の97ARRIを採用し，
特徴であるシネマテイストな奥行き感を生かした
映像として制作した。『大河ファンタジー』「精霊
の守り人シーズン 2」は，NHKドラマでは初の
4 K-HDR制作。VFX（Visual Effects）による波
動エフェクト（アスラパワー）を撮影時にリアル
タイム合成する新技術を活用し完成度を高めた。
（2）放送設備の技術
　18年の 4 K・8 K実用放送の実現に向けて，カメ
ラや編集機などの制作設備，送出設備の整備を進
めた。また，衛星放送の帯域再編や受信機開発に
必要となる試験用信号も作成し，実用放送の受信
環境の整備にも取り組んでいる。
　番組送出設備については，新たな運行装置を開
発・整備しており，送出がテープからファイルベ
ースに移行し，編成情報とのより深い連携が可能
となる。16年度は，名古屋・津・岐阜・熊本新会
館への据付工事・システムテストを実施した。ま
た，NHKの国際放送を送信する八俣送信所の特
高変電設備も更新した。
　インターネットサービス推進への取り組みとし
ては，16年度の同時配信実験で，新たにEテレや
字幕放送，マルチ編成時のサブチャンネルの同時
配信や，見逃しの配信などを実施した。また，デ
ジタルコンテンツを一元的に管理するシステムを
15～17年の 3か年計画で進めている。16年度に製
作・据付工事を終え，周辺システムとの結合テス
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トを実施している。
　放送設備のセキュリティー対策については，ル
ール面での強化に加え，外部持ち込みメディアの
検疫システム導入などシステム面での対策を進め
た。また，「サイバー攻撃時の放送継続」につい
ては，基幹システムに代わって放送を継続するバ
ックアップシステムを整備した。
　本部・放送局の 3スタジオで，照明設備のLED
化を推進し，消費電力の大幅削減に寄与した。
（3）研究開発
　 8 Kスーパーハイビジョン（SHV）では，衛星
放送伝送方式の国際標準規格の策定を進め，高度
広帯域衛星伝送方式（ISDB-S3）がITU-Rの
BO.2098-0として勧告化された。さらに，従来よ
りも大きな明暗の差を再現するハイダイナミック
レンジ（HDR）映像方式についても，国際標準
規格ITU-R BT.2100として勧告化を実現し，
HDRに対応した 8 Kフルスペックカメラも試作し
た。また，厚さが 1 mmの 4 K有機ELパネル 4枚
を組み合わせた対角130インチの大画面シート型
ディスプレーを試作し，将来の家庭用 8 Kテレビ
のイメージを提示した。
　立体テレビでは， 7台のカメラで取得した多視
点映像から 3次元モデルを生成し，インテグラル
立体映像の要素画像を生成する装置を開発した。
　放送にインターネットを活用するための研究で
は，視聴者の環境に合わせてメディアや配信元を
自動選択するシステムなどを開発した。
　人にやさしい放送のための技術では，気象庁か
らの電文データを基に気象手話CGを自動生成す
るシステムの評価ページを，インターネットの
NHKオンラインで公開した。
　番組制作技術の高度化に向けた研究では，画像
解析や音声認識，ソーシャルメディア解析など，
AI（人工知能）関連の研究成果を集約し，技研
内に「スマートプロダクションラボ」を設置した。
　また，20年の東京オリンピック・パラリンピッ
クに向けた新たな映像表現技術や，次世代の撮像・
記録・表示デバイスの研究を進めるとともに，国
内外の研究機関との共同研究や放送機関との外部
連携，研究成果の広報・普及活動を推進した。
（4）放送技術審議会
　16年度は 4回開催し，① 5月に「放送技術研究
所公開」，② 8月に「NHKの放送電波確保の取り
組み」，③10月に「リオ五輪・パラリンピックに
おけるNHKの取り組み」，④ 2月に「第46回番組
技術展」について審議を行った。

1 節 番組技術

番組送出
　通常番組の送出対応に加え， 4月の熊本地震，
第24回参議院議員選挙，東京都知事選挙など，国
内外で大きな関心を集めたニュースや関連番組を
的確に送出した。とりわけ 4年に一度のリオデジ
ャネイロオリンピック・パラリンピックでは日本
人選手の活躍もあり多くの関連番組を送出した。
　本格運用から 4年余りが経過した本部ファイル
ベース送出システムは，不具合改修や機能改修も
行いながら完プロ番組を安定的に送出した。
　地上／BSの本線・制御システムにおいて，部
分更新や更新補修整備など，新放送センター建設
までの延命対策を16年度も予定どおり実施した。
　15年度から運用を開始した「緊急時のインター
ネット同時配信」は，16年度より各拠点局のニュ
ースについても配信が可能となり，地震や台風な
どの関連情報を各地域のローカルニュースも加え
て配信した。また，ネットラジオ「らじる★らじ
る」は 9月から札幌，広島，松山，福岡の 4拠点
局を加え全拠点局の放送がインターネットで聴取
可能となった。
　 8月 1日にSHV（ 4 K・8 K）の試験放送を開始
した。オリンピックや大相撲， 3月には選抜高校
野球を生中継し，流動編成にも的確に対応した。
また，18年12月に予定されている実用放送に向け
設備の仕様検討を行った。
　首都直下地震を想定した大阪バックアップ伝送
訓練を継続して実施するとともに，さいたま局報
道別館からラジオ放送をネット配信するための設
備整備を行った。加えて，サイバーテロ攻撃を想
定した国内緊急バックアップ送出設備について整
備を行った。

Ⅰ．番組運行

1．緊急報道，流動編成への対応

　 4月に発生した熊本地震のほか， 5月の伊勢志
摩サミット，米大統領広島訪問，6月の九州大雨，
12月の新潟火災，その他北朝鮮のミサイル発射な
ど，多くの緊急報道において流動的な番組編成に
的確に対応して送出を行った。
　 9月には国会中継中に発生した地震のニュース



第２部　NHKの概況｜第２章　技術｜1 節　番組技術

NHK年鑑’17 136

を送出するために，国会中継を時差で送出する対
応を行った。
　 4月の熊本地震および10月に岩手県で発生した
記録的大雨の関連で，地域の防災・減災情報を伝
えるため，熊本局および盛岡局のラジオ第 1放送
を臨時でインターネットに配信する取り組みを行
った。また，10月の鳥取地震ではSHV（ 4 K・
8 K）試験放送においても緊急ニュース送出を行
った。
　BS1では「リオデジャネイロ　オリンピック・
パラリンピック」をはじめ，「ATPテニス」や
「プロ野球」「MLB」「PGAゴルフ」，16年 9 月に
開幕した「Bリーグ」など，マルチ編成・流動編
成を多用した多くのスポーツ中継を的確に送出し
た。
　テレビのネット配信実験は，11月28日から12月
18日の期間に「試験的提供B」として15年度と同
様約 1万人を対象に，総合テレビとEテレ，見逃
しの番組を字幕信号も付加して配信した。

2．システムの安定とより良いサービスのために

（1）テレビ放送・ラジオ放送
　地上テレビ放送では，24時間連続して稼働する
放送設備を安定的に維持するため，本線・制御・
データ放送・EPG・字幕・符号化多重化装置，同
期分配設備など，各システムの定期的な保守点検
や補修整備を計画的に実施した。
　各送出システムの延命対策としては，地上デジ
タル本線設備の部分更新を 3か年計画で実施して
きており，16年度は，符号化多重化装置のHDエ
ンコーダー部分の更新が完了した。17年度の新設
備への完全移行に向け引き続き部分更新を実施し
ていく。
　17年度に更新される次期テレビ回線では，配信
回線のベースバンド化に伴い，16年度は本線設備
の系統改修およびベースバンドロギング装置の整
備，統合監視システムの部分更新などを実施した。
このほか，番組監視機能の充実のため，TS信号
を自動監視するTS監視装置の整備を行った。
　また，EテレのES（エンジニアリングストリー
ム）廃止による余剰帯域0.2Mbpsをデータ放送送
出帯域に割り当て，1.7Mbpsでの送出とし，視聴
環境の改善につなげた。
　ラジオ放送では，運行設備の定期整備・保守点
検のほか，08年から運用しているアナログラジオ
運行装置の部分更新として，各送出システムのリ
プレースなどを実施し，設備機能の延命措置を図
った。また，ラジオのインターネットサービスと

して放送を同時提供している「らじる★らじる」
は，11年のサービス開始から 5年が経過した。こ
れまでの東京，大阪，名古屋，仙台の放送サービ
スに加えて，16年 9 月 1 日から，札幌，広島，松
山，福岡の 4拠点局を追加し，本部と 7拠点局か
らの音声ネット配信サービスを開始した。
（2）衛星放送
　衛星放送システムの機能維持を図るため，各送
出システムの設備点検や定期補修，老朽部分の更
新工事を計画的に実施し，安定運用を図った。
　 9月末にはBSプレミアムと一緒に多重化して
いたウェザーニューズ社のデータ放送（910ch）
の放送終了に伴う対応として，MUX・EPGシス
テムの設定変更を実施した。
　運用性改善として，操作卓サブモニターへの音
声メーター表示機能追加，B-SAT受信の予備系
統構築を行い監視体制の強化を図った。
　大規模災害時のBSバックアップ機能を備えて
いる大阪，福岡BS副局は，登録点検を兼ねてア
ップリンク訓練を実施した。
（3）国際放送
　テレビ国際放送では， 3つのインテルサット衛
星回線の移行を 7月に実施した。主な特徴として
は，従来はSD伝送であったが同じ伝送帯域でHD
伝送できるDVB-S2方式を採用し，NHKワールド
の「50Hz　60Hz」およびNHKワールド・プレミ
アムの完全HD化を行った。運行室は，新衛星回
線に送り出すための音声マッピング変更と「50Hz　
60Hz」受信用モニター，ワールド・プレミアム受
信モニター整備を行った。
　ワールド・プレミアムで毎年恒例の『紅白歌合
戦』においては，権利上放送できない映像に対し
て従来は静止画で権利保護していたものを動画で
の権利保護を可能とする設備への変更を図り，視
聴者から好評を得た。
　ラジオ国際放送は，設備の充実として 3月に音
声サーバーを整備し， 4月から運用を開始した。
各スタジオ収録音声をサーバーに直接収録した
り，テーマやブリッジなどの各種音声素材をサー
バーに登録しておくことで， 7つのスタジオでど
こからでもそれらの素材が利用できるようにな
り，スタジオ運用の効率化が図られた。
　運行設備の定期整備・保守点検のほか，08年か
ら運用している国際ラジオ運行装置の部分更新と
して，各送出システムのリプレースなどの設備機
能の延命措置を行った。
（4）ラジオセンター
　13年 4 月に整備されたラジオセンターは運用開
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始から 4年が経過した。これまで大きな設備トラ
ブルはないものの何らかの障害により致命的なダ
メージを受けた場合でも，放送継続ができるよう
代替スタジオ（CR-401）の確保と必要な情報系
リソースをその代替スタジオに追加整備した。そ
の他，ラジオセンター専用の簡易円株作画画面を
整備し，ニュースの時間ごとにマーケット情報を
読み上げられるよう表示の充実を図った。番組対
応では， 7月10日『2016参院選・開票速報』にお
いて，すべての開票結果が確定した翌朝 6時10分
までラジオ第 1放送とFM放送で速報番組を放送
した。また， 8月 5～22日には『リオオリンピッ
ク』を109時間35分にわたり放送した。ラジオで
は初めてパラリンピックの中継をバスケット，テ
ニス，ラグビーの競技を中心にオフチューブ方式
で21時間48分放送した。
　また，R2『気象通報』の自動読み上げ装置に
よる放送を16年 4 月 1 日から開始した。

Ⅱ．番組制作・送出

1．制作TOCの運用

　制作TOCでは『リオデジャネイロ オリンピッ
ク・パラリンピック』中継のほか，年末年始の『第
67回NHK紅白歌合戦』『ゆく年くる年』『ウィーン・
フィル ニューイヤーコンサート2017』など，多
くの特集番組について，局内伝送系統の構築とサ
ーバーによる収録対応を実施した。とりわけ 8月
の『リオデジャネイロオリンピック』中継では，
回線センターから送られてくる競技の映像，音声
（光TRK12回線・TPバス 1回線）をCTスタジオ
やクロスメディアステーションなど過去最大規模
の分配系統を構築し期間中の業務をトラブルなく
終えることができた。また，JC回線で送られて
きた全競技をサーバー収録すると同時にアーカイ
ブス用に競技ごとに必要箇所を切り出し，
Professional Disc（PFD）へダウンロードする作
業を行った。収録枚数は442枚（ 9月のパラリン
ピックでは216枚）に及んだ。
　その他，本部バックアップ機能の整備では，制
作TOCを介して放送が確保できるよう，PS-MTX
の改修や0135室のスーパー装置整備など，機能強
化を進めた。
　試写室では16年度，延べ 1万7,052番組の試写
を実施した。年度当初には全体の79％ が
HDCAM， 6 %がPFDによる持ち込みだったもの
が，年度末には14％がPFDの持ち込みとなり，

ファイルベースへの移行が徐々ではあるが着実に
進んだ。
　NHK初の 4 K試写室（HS-401）整備では， 8
月より建築工事を開始し，10月末に整備が完了，
11月より週 3回（月・水・金）の午前 9時から午
後 5時で運用を開始した。これにより，外部制作
された 4 K番組がNHKの納入基準を満たしてい
るか確認が可能となったほか， 4 Kファイルの品
質チェック装置を導入したことで，事前にフォー
マット等の問題を検知することが可能となるな
ど，厳密な試写作業が実施でき，SHVの番組制
作と安定送出に貢献した。

2．生字幕放送

　16年度から『時論公論』，『Rの法則』（月曜）
が定時番組として新たに加わった。 8月の「リオ
デジャネイロ オリンピック・パラリンピック」
の放送のうち地上放送枠（オリンピック247.5時
間，パラリンピック98.5時間）のすべてに生字幕
を付加した。このほかにも「大相撲」「野球」「テ
ニス」「サッカー」などのスポーツ放送や『NHK
スペシャル』『ハートネットTV』なども生字幕送
出を行った。
　設備面では，リオ五輪，高校野球など大型スポ
ーツイベント対応のため，生字幕を制作する 5室
にキーボード方式の制作機能追加整備を行い， 8
月に運用を開始した。また，生字幕の表示位置
（「右寄せ」「左寄せ」）変更機能の追加や，生字
幕室副調設備の老朽機器更新と運用性改善を行
い，生字幕番組の充実と安定送出を行った。

Ⅲ．デジタルサービス展開へ
の取り組み

1．災害・防災情報の提供

　ニュース・災害情報等のインターネット提供と
して，放送同時提供とリアルタイム提供を行った。
　同時提供は， 4月の熊本地震関連ニュースで約
530万の訪問者数となったほか， 6月の「北海道
で震度 6弱」や 7月の「参院選2016開票速報」な
どの配信を行った。
　リアルタイム提供は， 4月から同時に 4種類の
映像を配信できるように整備を行い，10月には
「リオ五輪・パラリンピックメダリストパレー
ド」などの中継映像や，台風接近時の天カメ映像
など，年間100回を超えるライブ配信サービスを
実施した。
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　自治体などが発信する災害時などの安心・安全
に関わる情報を配信する“Lアラート（災害情報
共有システム）”の全国展開では， 3月末現在で
40局が運用を開始した。
　インターネットニュース制作設備では，災害時
などを想定して，「NEWS WEB」の記事数上限
の引き上げと記事公開までの処理時間を短縮する
設備改修を 3月に行い，信頼性を向上させた。地
域ニュースサイトについては，全国ニュースと同
じデザインに刷新し，ニュースサイトの統一性を
高めた。
　また，データジャーナリズム強化の一環で，高
度情報利用報道システム（NMAPS；News Mash 
up Advanced Probe System）のデータ収集蓄積
用の本格運用基盤として，「NMAPS基盤システ
ム」を整備し運用を開始した。NMAPSにより，
風や人の動きなどの多様なデータ・情報は，可視
化されニュースなどの番組で多数利用された。

2．データ放送・ハイブリッドキャスト

　番組では，Eテレ定時番組のほか， 7月の『ス
ーパープレミアム』｢祝ウルトラマン50！～乱入
LIVE！怪獣大感謝祭～｣では約2,500万のリモコ
ンプッシュがあり，10月の『NHKスペシャル』
「“血糖値スパイク”が危ない」や『いじめをノ
ックアウト』，11月の『ザ少年倶楽部　スーパー
ライブ！』，12月の『NHKスペシャル』「私たち
のこれから」などで，アンケートを中心とした双
方向連動データ放送を実施した。 4月からは，『お
はよう日本』「まちかど情報室」で定時の報道番
組では初となる双方向演出も開始した。
　そのほか，『日本ゴルフツアー選手権』（6.2～5），
『第98回全国高校野球選手権大会』（ 6～ 8 月），
『第89回選抜高校野球大会』（3.19～30）などで
独立データ放送を実施した。
　11月のNHK杯国際フィギュアスケート競技大
会では，独立データ放送に加えて，演技中の選手
名や技の名前をリアルタイムに紹介する番組連動
データ放送を実施した。
　 8月 1日から始まったスーパーハイビジョンの
試験放送では，サービスや番組の紹介を行うコン
テンツを提供している。
　 3月には，これまで個別に展開していたデータ
放送とハイブリッドキャストを統合することで，
それぞれの長所を生かしながら，シームレスなサ
ービス提供が可能となった。

3．大型イベントへの対応

（1）リオオリンピック・パラリンピック
　 7～ 8月に開催されたリオオリンピック・パラ
リンピックでは，データ放送，ハイブリッドキャ
スト，特設サイトに向けたサービス提供のほか，
「NHKスポーツ」アプリを使ったサービス展開
を図った。
○特設サイト・「NHKスポーツ」アプリ
　NHKの強みである映像を生かし，幅広い競技
の情報を伝えた。
　オリンピックでは，放送していない競技，約
2,500時間をライブストリーミングで提供し， 1
日 1競技程度，計14本には独自実況をつけた配信
を行った。さらに見逃し動画として，1,000本を
超える配信を行った。また，各種競技データもリ
アルタイムで配信した。
○データ放送
　日本選手の結果を中心に，ニーズの高い情報を
厳選して提供した。
○ハイブリッドキャスト
　視聴中の番組を初めから見ることができる早戻
しサービスを12本実施したほか，放送していない
競技に独自実況をつけたライブストリーミング並
びにVODサービスを14本実施した。
　さらに， 8 K信号のダウンコンバートによる
4 Kライブ配信 4本と見逃し動画サービス 4本を
実施した。
（2）第67回紅白歌合戦
　視聴者に審査員として参加してもらうだけでな
く， 12セグ・ワンセグデータ放送，スマートフォ
ン・タブレット用のアプリで，紅白をより楽しん
でもらえるようコンテンツの開発を行った。また，
AKB48グループ300人以上の中から，紅白のステ
ージに上がる48人を選抜する事前投票企画をデー
タ放送と紅白アプリで実施した。連動データ放送
では，出演順や曲目などの情報を分かりやすく伝
えたほか，対戦毎の投票を実施した。特設サイト
とアプリでは，放送本編とは別に進行する「楽屋
トーク」のライブストリーミングを実施した。

4．インターネット向けサービス

　『ウィンブルドン2016』（ 6 ～ 7 月）や『2016
NHK杯フィギュア大会』（11月），『高専ロボコン
2016』ブロック大会（11～12月）では，ライブス
トリーミングを実施するとともに，ハイライトシ
ーンなどの動画をインターネット向けに配信し
た。また，『全国高校駅伝』（12月），『全国都道府
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県対抗駅伝』（ 1月）などのロードレースでは，
中継車などの映像 4チャンネルを特設サイト・
「NHKスポーツ」アプリにライブストリーミン
グで提供した。
　『天皇杯全日本サッカー選手権』（12～ 1 月）
では，15年に引き続き，特設サイトと「NHKス
ポーツ」アプリに向けて，選手の走行距離やボー
ル保有率などのトラッキングデータの提供や，ハ
イライトシーンを複数視点から視聴できるマルチ
アングルクリップ動画のサービス提供を行った。
　『カーリング日本選手権』（ 1 ～ 2 月）では
8 K映像からの切り出しを利用した簡易なライブ
ストリーミングサービスを実施した。

5．テレビ放送の同時配信の試験的な提供

　11月28日から12月18日にかけての 3週間で，テ
レビ放送のインターネット同時配信の検証実験を
実施した。契約等の関係で同時配信が難しい一部
の番組を除き，総合テレビとEテレの放送番組を，
1日16時間程度，放送と同時に，インターネット
に接続されたパソコンやスマートフォン等で視聴
できるサービスを実施した。併せて見逃し視聴に
関する実験も行った。
　また，リオオリンピックでは，期間中18番組の
放送同時提供を実施した。

制作技術

1．番組制作

　バーチャルシステムの活用やVFXを効果的に
使用したドラマ制作， 4 Kカメラを駆使した自然
番組制作など，デジタル時代にふさわしい新たな
映像表現を目指し幅広い分野において多彩な番組
制作を実施した。また，生放送では連動データ放
送や，ツイッター・LINEなどでリアルタイムに
視聴者とつながりながら，そのメッセージを番組
内で紹介するなど，双方向性の番組も多数放送し
た。
　ドラマ制作では，『連続テレビ小説』「とと姉ち
ゃん」や『大河ドラマ』「真田丸」，『土曜ドラマ』
「トットてれび」や「スニッファー」など多彩な
ドラマが視聴者から支持を得て，お茶の間に定着
した。また， 4 Kカメラで撮影した『大河ファン
タジー』「精霊の守り人」は今後のSHV放送を念
頭に，技術的にさまざまなチャレンジをしながら
制作，視聴者の期待に応えた。
　音楽・エンターテインメント番組制作では，世

代ごとの視聴者層をターゲットとした音楽番組，
クラシックや伝統芸能など魅力あふれる番組を多
数視聴者に届けることができた。
　生活に役立つ情報を届ける『あさイチ』，社会
の動きをタイムリーに伝える『クローズアップ現
代＋』，子ども向け視聴者参加型番組の『Let’s天
才てれびくん』，生きづらさを抱えるすべての人
に向けた新しいスタイルの福祉番組『ハートネッ
トTV』など多彩な生放送を行った。
　『リオデジャネイロオリンピック』では，日本
とリオデジャネイロとの時差が12時間あり，番組
制作においては，昼夜逆転する関係での長時間の
オペレーションとなったが，17日間にわたる熱戦
をテレビ，ラジオ，インターネットを通して，現
地から日本中に確実に送り届け，視聴者の期待に
応えることができた。
　「リオパラリンピック」では競技の生中継を増
やして視聴者のニーズに応える放送を実施した。
また，聴覚障害者に向けては，スタジオのトーク
をすべて手話で行い，スタジオ・競技映像とも字
幕放送を実施，視覚障害者に向けては，競技のも
ようがイメージしやすいよう，より詳細な解説放
送を行った番組を毎日制作。多くの人に楽しんで
もらう「ユニバーサル放送」を行った。
　 8 K-SHVは，幅広いジャンルのコンテンツ制
作に取り組むとともに， 8月から始まったSHV
試験放送ではリオ五輪の競技生中継や時差放送，
ハイライト放送などを初めて実施した。各地での
ライブパブリックビューイングや展示などで，
8 K-SHVの超高精細映像と22.2マルチチャンネ
ル音響の認知度向上も図った。
　東日本大震災の対応では，さまざまな番組を通
じて被災地の現状を取材，制作を行った。また，「公
開復興サポート 明日へ」のイベントも継続して
5月には福島県，11月には岩手県で実施。震災の
記憶を風化させない取り組みを継続した。さらに
9月には『特集 明日へ　つなげよう　地震列島
に暮らす私たち』として東日本の被災地の取り組
みだけでなく， 4月に発生した熊本地震も踏まえ
熊本の被災地の現状や地震列島で暮らすための日
常的な防災の知恵などを多面的に伝えた。

2．設備整備

　テレビスタジオではCT-101，CT-511の更新，
ラジオスタジオではCR-501の更新，効果音作成
スタジオではCR-300の更新を行った。音声プリ
プロスタジオではNHK初となる22.2chに対応し
たAP-Dの整備を行った。
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　編集室ではHVE-20，21，22，24の更新， 4 K
編集室-2， 8 K編集室-3，川口アーカイブスの
ES-3の整備を行った。
　映像関連設備では，CT-510バーチャル設備の
充実整備，NMAPS基幹システムの整備，CG制
作基幹設備，ペイント装置を更新した。
　カメラ関連設備では，スーパー35mmセンサー
を搭載した 4 Kロケカメラ， 8 K小型単板カメラ，
8 K水中ブリンプを整備した。
　音声関連設備では，スタジオ用DAW，周波数移
行対応700MHz特定ラジオマイクの更新を行った。
　セキュリティー関連設備では番組制作設備用セ
キュリティーネットワークの配信サーバーを更新
した。 8 K編集室，HDラボ，MAM／プロキシ設
備のリモートメンテナンス回線を公衆回線から専
用回線に更新した。また，「放送設備セキュリテ
ィガイドライン」を改定し，放送設備のセキュリ
ティ強化を図った。

Ⅰ．テレビ制作技術

1．大型特集番組

○東日本大震災・熊本地震関連番組
　「公開復興サポート　明日へ」は，16年も 5月
に福島県郡山市，11月には被害が大きく今までほ
とんどイベントや番組収録などが実施できなかっ
た岩手県の陸前高田市で 2回に分けて実施した。
9月 3日には，『特集 明日へ　つなげよう　地震
列島に暮らす私たち』として 4月に発生した熊本
地震も踏まえ，東日本の被災地の取り組みだけで
なく，熊本の被災地の現状や，地震列島で暮らす
ための日常的な防災の知恵などを伝えた。 3月11
～12日には『特集 明日へ　つなげよう～東日本
大震災 6年～』を放送，各地と中継で結び 2日間
に及ぶ生放送を実施し，震災の記憶を風化させな
い取り組みを継続した。
○「リオオリンピック」（ 8月），「リオパラリン
ピック」（ 9月）
　南米大陸初の五輪開催，史上最多の205の国と
地域から 1万1,000人を超える選手が参加したリ
オ五輪。その熱戦をG，E，BS1，R1の各メディ
アを活用し，メダル獲得数が最多の41個となった
日本人選手の活躍など，その感動と興奮を余すと
ころなく伝えた。また，インターネット配信にも
力を注ぎ，2,000時間以上のライブストリーミン
グを実施するなど，大幅にサービスを拡大した。
さらに 8月から始まったSHV試験放送では 8 Kで

競技の生中継や時差放送，ハイライト放送などを
初めて実施した。
　リオパラリンピックでは競技の生中継やハイラ
イトに加えて，初めて「ユニバーサル放送」と銘
打って『みんなで応援！リオパラリンピック』
（E，20時～）を放送。聴覚障害者に向けては，
スタジオのトークをすべて手話で行い，スタジオ・
競技映像とも字幕放送を実施した。また，視覚障
害者に向けては，競技のもようがイメージしやす
いよう，より詳細な解説放送を行った。
○『東京2020　12時間スペシャル』（10月）
　リオオリンピック・パラリンピックの熱気が収
まらない中，10月10日体育の日を「東京2020への
キックオフデー」と位置づけ，「Nスポ！2016」
のイベントとも連動した12時間の生放送テレソン
を実施した。テーマは「→2020」。来たる20年の
東京五輪に向けて日本によりよい未来を残すため
にさまざまな番組やイベントを展開していくスタ
ートとした。20年に向けて視聴者に期待と興味を
持ってもらえる放送を実施した。
○『2017札幌冬季アジア大会』（ 2月）
　BS1で競技の様子を生中継し，Gでは深夜帯に
ハイライトを生放送した。スタジオではバーチャ
ルシステムを構築し，新たなセンサーシステムを
導入するなど，2020東京オリンピックや今後のス
ポーツ中継につなげる設計を行った。
○『第24回参議院議員選挙』（ 7月）
　参議院議員選挙では，全国の拠点局や放送局と
連携しながら作成したハンドブックに基づいた確
実な政見収録を行った。比例代表の政見・経歴放
送については，スタジオ収録と同時に字幕制作を
CL-707リハーサル室で実施した。収録，完プロ，
送出までファイルベースでミスなく放送すること
ができた。

2．ドラマ制作

（1）『大河ドラマ』「真田丸」「おんな城主　直虎」
　「真田丸」は，分かりやすい映像と臨場感に満
ちた物語の展開が視聴者から大好評を得た。三谷
幸喜氏の脚本もさることながら，番組宣伝活動の
ネット展開（SNS，YouTube，ニコニコ動画な
ど）が多岐にわたったことで，大河視聴層といわ
れる世代を越えて「大勢の歴史ファン」をテレビ
の前に呼び寄せ，真田丸旋風を巻き起こすきっか
けとなった。「ナレ死」などさまざまなキーワー
ドとともに「真田ロス」なる現象も生まれてい
る。
　第56作「おんな城主　直虎」は戦国時代遠江の



第
2
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
概
況

第２部　NHKの概況｜第２章　技術｜1 節　番組技術

141 NHK年鑑’17

国に，男の名で家督を継いだ「おんな城主」井伊
直虎が主人公。戦のたびに当主を殺され，ただ一
人残された姫が乱世に立ち向かい，自らの運命を
切り開いていく物語である。
　Ikegami97ARRIで30P撮影し，女性ならではの
優しさと強さを描き出している。
（2）『連続テレビ小説』
・第94作「とと姉ちゃん」
　戦前・戦中・戦後と激動の時代を走り抜いた『暮
らしの手帖』の創刊者・大橋鎭子さんの一生を，
高畑充希さんが演じたヒューマンドラマ。奇をて
らわず，スイッチング収録で演技に寄り添った。
昭和の古き良き時代をノスタルジックに表現する
ため30Pで収録。優しい照明，映像，カメラワーク，
音声でお茶の間に届け，多くの視聴者から好評を
得た。
・第95作「べっぴんさん」（大阪局制作40作目）
　戦後の焼け跡の中，娘のために子供服作りにま
い進したヒロインとその家族，仲間たちの物語。
モデルは子供服の「ファミリア」。パールセント
フィルターを使用し画調を柔らげ，数種のγカー
ブをシーンに合わせて使い分けた。要所要所に
35mmフルサイズの撮像板を持ったカメラ（α
7s）に単焦点のプライムレンズを使用し，独特の
ボケ具合を生かし，奥行きのあるべっぴんな映像
を作り出した。
（3）『土曜ドラマ』
・「トットてれび」
　テレビ創世期を活写した黒柳徹子さんの自伝が
原作。徹子さんがテレビと共に成長していく姿を
描いたドラマである。プロジェクターでニューヨ
ークや昭和の街路を歩く姿を映し出したり，CG
で空想の世界を表現したりして，その撮影を行っ
た。当時の衣装や大がかりなセット，さらに当時
のカメラ本体やカメラワークまで再現し，テレビ
創世期のリアルにこだわった。生演奏付き歌あり
のミュージカルショーを一連で収録するなど，演
出意図を美術，技術が一体となって理解し，最大
限に表現した。100歳役で出演した黒柳さん本人
と共に話題を呼んだ。
・「夏目漱石の妻」
　夏目漱石生誕150年，漱石没後100年。明治とい
う激動の時代を生きた，笑いあり，涙ありの漱石
一家の姿を妻・鏡子の視点から描くホームドラマ。
　出演者の力を存分に引き出すため，芝居を制約
するような位置決めはせず，芝居のポイントでの
大まかな位置やライティングをカメラで確認した
うえでワンシーンを 4台のカメラを駆使し 2～ 3

回のテイクで一気に撮った。カメラマンの個性や
ライティングと相まって，この撮影手法から，演
出プランでは想定できない，生き生きとした芝居
が生まれ，視聴者からも大きな反響を得た。
・「スニッファー嗅覚捜査官」
　ウクライナで制作され，世界中で放送されてい
る人気ドラマを日本版にリメイクした。
　 4 K連続ドラマの試金石として，質の高い映像
の追求にチャレンジした。カメラはAMIRA（Log
収録・LUTなし）。ドラマ収録初のワイヤレス
HD伝送装置として開発された「ソラリス」（映／
音別収録）が，収録の機動性と安全性向上に威力
を発揮した。
　ポスプロではドラマセルを有効活用した 2 K先
行型。ファイルコピー時の作業時間短縮を図るな
ど，新たなシステムを構築した 4 K連続ドラマは，
内外から大きな反響を得た。
・「スクラップ・アンド・ビルド」（大阪局制作）
　羽田圭介さんの芥川賞受賞作品をドラマ化。主
人公は祖父が望む安らかな尊厳死をかなえるべ
く，手厚く介護しながらも，少しずつ弱らせよう
と決意する。カメラは独特の空気感を醸し出すた
め，ユーザーγとSLOG-3の画調を駆使し，大判
であるPVW-F55を使用。明るめで色味を強調し
た映像で芝居のユーモア感とシュール感を前面に
押し出した。
（4）『ドラマ10』
・「コントレール～罪と恋～」
　新生『ドラマ10』第 1弾は，『セカンドバージ
ン』の大石静がオリジナルで送る，大人のための
ラブストーリー。映像コンセプトはプログレッシ
ブ，ユーザーγを活用，そのつどシーンに合わせ
た効果的な映像表現にチャレンジした。
・「運命に、似た恋」
　北川悦吏子のNHKドラマ初執筆作。大人の純
愛をテーマにしたオリジナル脚本。過去と現在が
交錯する中，過去の記憶を， 3分の 2インチの標
準カメラに単玉レンズを用いて，色味にこだわり
印象的に作り上げた。さらに，ドキュメンタリー
撮影の感性で，ワンシーン最大 2テイク，カット
割りなしの撮影手法をとった。通常のドラマ映像
の殻を破ったその世界観はネット上でも話題とな
るなど視聴者から高い評価を得た。
・「コピーフェイス」（大阪局制作）
　飛行機事故により他人の人生を歩むことになっ
た主人公。次々と困難に襲われながらも，正義と
愛の両方を追い求めるヒロインに「明日を生きる
活力」を感じてもらう，ラブサスペンス＆エンタ
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ーテインメント。さまざまな人間模様と緊迫感を
最大限に表現した。大阪局制作ドラマとして初め
て外部スタジオで収録を実施し，効率的・機動的
な機材運用を実現した。
・「 お母さん、娘をやめていいですか？」（名古屋
局制作）

　娘と母は一番の親友であり，まるで恋人のよう
だった。しかし，その蜜月は，娘がある男と出会
うことで，一変していく。複雑に絡んだ母娘の物
語をサスペンスフルに描いたモンスターホームド
ラマである。扱いが難しい題材にスタッフそれぞ
れが真

しん

摯
し

に向き合い，母親の圧迫するような空気
感やそれを受け止めざるをえない娘の感情などを
見事に表現し，社会性のあるドラマに仕上げた。
　SNSの反響も大きく，共感の投稿が相次いだ。
当事者同士でアドバイスし合うなど，同じ問題を
抱える視聴者同士のコミュニケーションの場が生
まれる波及効果もあった。
（5）『土曜時代劇』「忠臣蔵の恋」
　「松の廊下～討ち入り，切腹のありふれた忠臣
蔵ではなく，その陰で浪士たちの遺志を継ぎ，お
家再興に尽力した女性たちの志」を連続20回で描
いた。主人公「きよ」をいかに美しく際立たせる
かをテーマとして，華麗な色彩美にあふれた時代
劇空間を構築した。
（6）『 NHKスペシャル』「未解決事件File.05

ロッキード事件」
　首相経験者が逮捕されるという前代未聞の展開
となった「ロッキード事件」。事件から40年，特
捜部の極秘ファイルや関係者たちの証言を基に，捜
査の指揮を執った故・吉永祐介主任検事らの姿な
どを，実録ドラマでよみがえらせていく。貴重な過
去フィルム映像とドラマパートを違和感なく映像
表現するために「AMIRA」を使用，ProRes422HQ
「23.976P」で収録。 4 K映像の後処理軽減と現
場での映像ルック調整を生かした「現場簡易グレ
ーディング方式」でフィルムライクな作品に仕上
げることができた。
（7）『 正月時代劇』「陽炎の辻完結編～居眠り磐

音　江戸双紙～」
　シリーズ最終編を 4 Kで制作。映像は，ワンカ
メ（PVW-F55）で全シーンを撮影。大胆な照明
とスーパー35mmセンサーと単玉レンズのボケ
味，30Pの映像効果を生かして描いた。音はステ
レオ放送版と 4 K試験放送用5.1サラウンド制作を
同時に行い効率化とクオリティーを両立した。今
後の 4 K制作を「誰でも担当できる」ことを念頭
に，ポスプロを含めシンプルな撮影システムを構

築した。
（8）『特集ドラマ』
・『戦艦武蔵』
　戦後70年目にくしくも発見された戦艦「武蔵」。
乗組員とその家族がたどったその後の人生を題材
に，日本人が戦争で何を生み，何を破滅させ，そ
れから何をしたかを描いたドラマ。回想のシーン
は，ロトスコープ加工によって軟らかく表現し，
実写の物悲しさを強調。フィリピン沖の海上戦は，
戦艦武蔵の一部を緑山オープンスタジオに組み，
CGの戦闘機と戦艦を合成。ベテランの演出の下，
技術各部門が互いを尊重しながら，個々の能力を
“チーム力”としてフルに生かした作品。
・『 終戦スペシャルドラマ　百合子さんの絵本～
陸軍武官・小野寺夫婦の戦争～』

　『ムーミン』シリーズなどで知られる，児童文
学の翻訳家・小野寺百合子。彼女の夫は，諜報の
天才といわれた陸軍武官・小野寺信であった。第
2次大戦中，“女性スパイ”として生きた百合子
の姿を通して描く，夫婦の愛の物語である。海外
ロケ 4 Vという過酷な日程ながら， 4 K制作の利
点を生かし，ストックホルムなどの美しい町並み
をふんだんに取り入れたロケを行った。VFXの
活用も含め国内セットとのマッチングにも心を砕
いて，戦争に翻弄される夫婦と家族の姿を描いた。
（9）『地域発ドラマ』
・東京・足立区発『千住クレイジーボーイズ』
　落ちぶれたアラサー芸人・恵吾。町の人たちに
「ぬるい」「ダサい」と突っかかってはトラブル
ばかり。しかし飾らないこの町の人々は，食べて，
笑って，つながって明るく生きる極意を彼に教え
ていく。手持ち撮影を基調として，主人公と町の
人々との距離感や心情の変化を多角的に表現し
た。また，細い路地が大半だったため，安全面や
効率を考慮しケーブルレスでのカメラヘッド収録
や小型ジンバルカメラ「OSMO」を使用して安
定した移動ショットを得た。
・大阪地域発『アオゾラカット』
　大阪局初の地域ドラマ。大阪市西成区にある美
容室を舞台に，西成の街の魅力を再発見するヒュ
ーマンコメディー。大阪局制作ドラマでは初めて
XDCAMレコーダーPDW-HD1550で収録を実施。
カメラはSONYα7Sと，PDW-850の2cam対応。
これまでα7Sはアイリスが固定だったが，フォ
ローシステムをカメラマンが手作りで製作，照明
の負担が軽減された。『アオゾラカット』の題名
どおり，ボランティアでの理髪シーン，また，若
かりし日の母による父のカットシーンでは，“青
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空”にこだわった。奇跡的に幻想的な雲と陽光の
下でロケを行うことができた。
・三重発地域ドラマ『ラジカセ』（名古屋局制作）
　主人公は社会から不要と切り捨てられたレトロ
家電収集家の男。その彼が母子家庭で孤独感を抱
く少年と出会ったことから始まる物語である。地
域制作ドラマで初めて全編 4 Kでの制作を試み
た。技術と演出が互いに 4 Kの特色を生かした映
像表現と演出手法を追求し，城下町の風情を豊か
な色彩で表現した。カメラは 2台のSONY PVW-
F55 XAVCヘッド収録。コントラストの強い映像
ではS-logにて収録を行った。登場人物の心の機
微をドキュメンタリータッチのカメラワークで捉
えた。また，芝居の緊張感，現場の空気感を 4 K
カメラならではの立体感ある映像と5.1サラウン
ドによる音声で質感，奥行き感を表現した。
・その他，下記に示すように地域色満載のドラマ
が制作された。
　『“くたばれ”坊ちゃん』松山局
　『宮崎のふたり』宮崎局
　『進め！青函連絡船』青森局
　『舞え！KAGURA姫』広島局
　『朗読屋』山口局
　『たからのとき』福岡局
（10）『特集ドラマ』「空想大河ドラマ小田信夫」
　会話劇の名手である前田司郎氏がコントグルー
プ・ネプチューンのために書き下ろした脚本。前
田流コメディーを『大河ドラマ』のスタッフが
『大河ドラマ』の手法を使って，『大河ドラマ』
のセットでマジメに撮ったらどうなるかという実
験的なドラマとなった。コメディーにありがちな
ステージライクな手法を避け，演出が盛り込んだ
シュールな仕掛けや“かみ合わない会話”のニュ
アンスを生かしながら，限られた制作期間の中で
『大河ドラマ』に劣らないクオリティーに仕上げ
た。
（11）『 放送90年大河ファンタジー』「精霊の守

り人　シーズン2・シーズン3」
　15年のシーズン 1に引き続き上橋菜穂子氏のベ
ストセラー小説を映像化した。シーズン 1から 4
年後，新ヨゴ国の皇太子となったチャグムと暗殺
未遂でお尋ね者となったバルサ，それぞれの冒険
が始まるシーズン 2（全 9話）と， 2人が再会し
て共に国境を越える壮大なドラマが展開する最終
章シーズン 3（全 9話）を映像化した。
　撮影はSONY PMW-F55カメラを用い，全編
4 K-HDRで収録。ファンタジードラマの異世界
観を表現するためハイスピードカメラやドロー

ン，RONINなど特殊機材を駆使してVFXとの融
合により高画質でダイナミックな映像に仕上げ
た。シーズン 1のワークフローをさらに進化させ
て，HDRとSDRの一括変換装置をスタジオに持
ち込み，効率的な一体的制作体制の構築を目指し
た。

3．音楽・エンターテインメント番組

（1）『うたコン』
　毎週火曜の夜に公開生放送している。『NHK歌
謡コンサート』をリニューアルし，演歌・歌謡曲
だけではなくポップスも紹介することで，幅広い
世代へ向けたステージショーとしてスタートし
た。16年度はNHKホールで30本，山梨・埼玉の
地方派遣 2か所のほか，NHK大阪ホールから 9
本を生放送した。各月第 1週は73分と放送枠を拡
大，また，最終週はNHK大阪ホールからの生放
送となり，この 2週については全国各地からの生
中継も実施した。
（2）『NHKのど自慢』
　“日曜のお昼”といえば「のど自慢」といわれ
るほど，日本人の生活に定着している長寿番組。
視聴者の表情やパフォーマンスを基本 5台のカメ
ラのアドリブで撮影する制作手法で，16年度は全
国各地から46本を生放送した。16年度はオープニ
ングにその町の様子が分かるVTRを入れ，“ご当
地感”をより強調させた。また，鐘の位置を変更
し，より鐘と出場者とが一体となった映像表現を
目指した。関東地方開催時の予選会では舞台裏見
学ツアー等のCS活動を実施（計 4回）。また，全
国各局でも計 7回実施するなど，地域に寄り添っ
た活動を併せて行っている。 3月にはNHKホー
ルにて『のど自慢チャンピオン大会』を実施し
た。
（3）『SONGS』
　40～50代の心を震わせる大人のための音楽番
組。多彩なジャンルのアーティストが出演し，
J-POPの名曲や海外著名アーティストの代表曲な
ど，幅広いラインナップでスタジオ収録した。演
出意図に合わせたダイナミックで魅力的な映像表
現と共に，マルチ録音・トラックダウンを行い，
クオリティーの高いサウンドを視聴者に届けた。
（4）『シブヤノオト／NAOMIの部屋』
　若者向けJ-POP中心の音楽番組。NHKホール
に国内外の人気アーティストを迎え，迫力と魅力
満載のパフォーマンスを公開収録した。『シブヤ
ノオト』はスタジオからの生放送。スタジオにも
観客を入れ，生でパフォーマンスを実施した。ま
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た，放送と並行してライブストリーミング放送や
TwitterやLINEからの投稿を画面上に表示するな
ど，インターネットを活用した取り組みも行った。
（5）『にっぽんの芸能』
　日本の伝統芸能である歌舞伎・舞踊・邦楽演奏
などを劇場やスタジオで収録し，分かりやすい解
説と共に，日本人の心と文化を後世に伝える番組
として制作した。
（6）『クラシック音楽館』
　NHK交響楽団の定期公演などを音声5.1chサラ
ウンドで制作した。多くのクラシックファンが満
足できる高品質な音声と映像によってコンサート
ホールの臨場感あふれる番組となった。収録にあ
たってはリモコンカメラやタブレットPCを用い
た電子台本を活用し，演奏を楽しむ観客の妨げと
ならないよう工夫している。
（7）『民謡魂　ふるさとの唄』
　ふるさとの人々が大事に守り続けてきた民謡や
芸能を地域の魅力と共に伝える公開派遣番組。定
番の名曲はもとより，あまり知られてなくても地
域の暮らしの中で生き続ける唄を紹介した。16年
度は全国で 9本の収録を行った。
（8）『歌う！SHOW学校』
　16年度新規公開派遣番組。昭和を感じさせるレ
トロな教室を舞台に，歌にまつわる楽しい授業を
届ける。先生役として進行を務めるのは歌手・五
木ひろし。本格的な歌の数々を披露しつつ，生徒
役の若手実力歌手，お笑い芸人のバラエティーシ
ョーも楽しめる。16年度は全国で12本の収録を行
った。
（9）『LIFE！～人生に捧げるコント～』
　日本一の笑いの職人・内村光良が，芸人と俳優
という異色の組み合わせで，人生のおかしさや悲
しさをオムニバスコントでつづる番組。本格ドラ
マと見まごうほどに凝ったコントセットで，カッ
ト撮りでなくマルチカメラによる収録を行った。
16年度は25分番組となり，初めて通年で放送した。
（10）『鶴瓶の家族に乾杯』
　日本の家族のすばらしさ，絆の大切さを再確認
する視聴者参加型の紀行番組。笑福亭鶴瓶とゲス
トがさまざまな場所を訪ね“ぶっつけ本番”で出
会い旅を繰り広げる。旅ロケ素材を見ながらスタ
ジオトークしていく制作スタイルで，16年度は73
分の放送枠となり，1話完結スタイルで放送した。
（11）『Eダンスアカデミー』
　学習指導要領でも必修化されたダンスを子ども
たちに楽しく学んでもらう番組。講師はEXILE　
USAとTETSUYAが担当し，基本となる「楽し

く体を動かす」方法をレクチャーしていく。16年
度は年間48本を放送した。
（12）『第48回　思い出のメロディー』
　多くの人が歌い継ぎたい名曲の数々を，心にし
みるエピソードと共に放送する夏の風物詩番組。
16年はリオオリンピック期間中だったため収録で
の放送となった。「歌で泣いて歌で笑った！ゴー
ルデンヒットパレード」をテーマに，萩本欽一さ
んを総合司会に，高畑充希さんを司会に迎え，往
年の名番組「欽ドン」や「スター誕生」などのシ
ーンを再現。カメラ15台，マイクは約200本を使
用して，歌ありコントありの多彩なステージを余
すところなく収録した。
（13）『第67回ＮＨＫ紅白歌合戦』
　16年度から19年・東京オリンピック前年の第70
回までの 4年間「夢を歌おう」をテーマに掲げ，
さまざまな世代の夢を「歌の力」で応援。テーマ
の第一歩として今回は 2階客席最前部に「ルーフ
ステージ」と呼ばれる仮設ステージを設置。通常
の舞台だけでなくルーフステージでもパフォーマ
ンスが繰り広げられることで，NHKホール全体
を使った演出が可能となった。また，バンドによ
る生演奏が 6年ぶりに復活。CR-505／506スタジ
オで演奏した音声をNHKホールへ届けた。ステ
ージが 2か所になったことで，カメラは過去最大
の26台，照明も 2階席にイントレを架設するなど
総数240台超のムービングライトを使用した。使
用したマイクは160本以上である。なお，この際
マイクとイヤーモニターで63波のワイヤレスを使
用したが，綿密な周波数管理の下，混信なく送出
することができた。生中継は東京都庁，横浜，熊
本城，ロンドンの計 4か所を結んだ。東京都庁中
継では，都庁舎壁面に3Dマッピングで映像を投
射，加えてAR（Augmented Reality：拡張現実）
技術を駆使しカメラ映像に3Dバーチャル映像を
合成，両者を連動させて魅力的な仮想空間を表現
した。副音声にウラトークチャンネルを設けると
ともにインターネットには「楽屋トーク」をライ
ブストリーミングで伝えた。出演を終えた歌手の
インタビューも配信した。SHVでは，16年 8 月
1 日から試験放送が開始されたことに伴い初めて
生放送を実施。全国 4局の放送局と千代田放送会
館の計 5か所で試験放送を公開した。それに加え
全国 4か所でパブリックビューイングを実施，多
くの視聴者にライブで 8 K映像と22.2ch音声を体
感してもらうことができた。
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（14）『 第60回NHKニューイヤーオペラコンサ
ート』

　「泣いて 笑って 歌って 人生はオペラだ！～歌
声は時代を映す～」をテーマに，日本を代表する
23人のソリストが，新春を彩る華やかなステージ
で名曲の数々を熱唱した。 7台のリモコンを含む
計15台のカメラを 9人で担当。照明はステージ中
央に配置された直径10mの白い床円盤セットを，
曲に合わせて彩ることで舞台を立体的に表現し
た。音声は実力派ソリストの歌声とオーケストラ
の演奏をダイナミックかつ繊細に表現。曲間の芝
居部分は仕込みマイクを活用した。60回の節目を
迎えた新年を華やかに飾るコンサートを，観客・
視聴者ともに魅了した。
（15）『第43回ＮＨＫ古典芸能鑑賞会』
　日本の伝統芸能の各ジャンルを代表する演目を
一堂に集め，他では見られない当代一流の演者に
よる上演をNHKホールで収録した。演目は舞楽
「萬歳楽」，邦楽と舞踊による「川めぐり日本」，
歌舞伎「番町皿屋敷」。古典芸能の演目を収録す
る機会が少ない中，技術各部門のスタッフに若手
を登用し，ベテランの指導の下，古典芸能番組収
録技術の継承を意識した。

4．大型企画・特集・ドキュメンタリー

　『NHKスペシャル』をはじめ，数多くの特集
番組を制作した。16年度より大型企画番組のほと
んどを 4 Kカメラで撮影・制作している。
　『NHKスペシャル』「大アマゾン」は，アマゾ
ンの上流までさかのぼり，これまで撮影されたこ
とのない未知の世界を描くシリーズ。NHK潜水
班のカメラマンが世界で初めて，デンキウナギが
自ら発電する電気を使って捕食する 4 Kの克明な
映像を撮影した。下流域では魚の群れを襲うアマ
ゾンカワイルカや，体長 2 mの幻の巨大魚ピライ
ーバの姿を捉えることにも成功，現地の人も驚く
アマゾン川の水中世界を描いた。
　『NHKスペシャル』「ミラクルボディー」は今
回， 3本シリーズを 4 Kで制作。金メダルクラス
の選手たちの秘密を解き明かすため，世界に 1台
しかない 4 K水中ハイスピードカメラや，メーカ
ーの開発機など最新機材を投入した。特にロシア
のシンクロチームに密着し，強さの秘密を実写映
像で検証した「世界最強の人魚たち」は国内外の
賞を受賞するなど高い評価を得た。
　『NHKスペシャル』「自閉症の君が教えてくれ
たこと」は，14年に文化庁芸術祭大賞を受賞した
ドキュメンタリー『君が僕の息子について教えて

くれたこと』の続編。自閉症の作家・東田直樹さ
んと，彼のエッセイを英訳したアイルランド在住
の作家デビッド・ミッチェル氏との心の触れ合い
を紹介した。相模原の障害者施設での事件など，
障害を抱えて生きる人たちと社会との関係が問い
直されている中，東田さんの生き方から，その答
えに少しでも近づけることを目指した。
　 4月に発生した熊本地震では，前震翌日から
『あさイチ』や『ハートネットTV』といった番
組取材で多くの取材クルーを派遣した。ニュース
では伝わりきらない，大規模災害における弱者へ
の支援が行き届かない実態を，定期的に伝えるこ
とに尽力した。
　東日本大震災から 6年となる中，『ETV特集・
境界の家』（17.4.8）では，原発建設に携わった技
術者が今，多くの試練と向き合いながら廃炉作業
に心を砕く姿を取材した。『ハートネットTV　葛
尾村』では，避難指示が解除されたものの，帰還
住民が100人にも満たない小さな村の長期取材を
行った。どちらも日常の報道からはこぼれ落ちる
被災地の現実を丁寧に伝えた。
　ドナルド・トランプ大統領の誕生に揺れるアメ
リカの姿も多角的に取材した。『BS1スペシャル』
「女たちの変革」では，女性蔑視発言が多い大統
領への，歴史に残る50万人の女性たちによる抗議
行動の中心にカメラを入れ，女性たちやマイノリ
ティーが抱える課題を浮き彫りにした。また，
『NHKスペシャル』「トランプのアメリカ 世界
はどうなる？」では，アメリカとメキシコ国境に
カメラを据え，突然引き裂かれることにおびえる
不法移民の状況を伝えた。
　また，カメラマン提案の特集番組『にっぽんカ
メラアイ』は，全国のカメラマンが “映像の迫力”
を最大限に追求する挑戦的な番組シリーズ。今回
より 4 K制作となった。撮影者自身が見つけた事
象を，今までに培った撮影技術を駆使して，大胆
かつ繊細に映像化していく番組は，年 4本の制作
ながら視聴者の好評を博している。
　番組制作技術部・撮影では，最新の撮影技術を
用いた自然番組やドキュメント，戦争証言，時事
問題，教育関連番組，人に寄り添いながら社会の
さまざまな問題を訴求する番組を，国内外を問わ
ず日々撮影している。

5．デジタル技術を生かした番組制作

　スマートフォン，タブレット等の携帯端末や
SNSの発達など，視聴者の生活を取り巻くメディ
ア環境は目まぐるしいスピードで変化している。
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放送と通信の融合がさらに進む時代に，ネットワ
ークやデジタル技術を活用した多様な番組制作を
実施した。
　『あさイチ』ではテレビの双方向機能を使った
視聴者参加型番組として，インターネットに接続
されたデジタル放送受信機やハイブリッドキャス
トからも参加できる「スゴ技Q」を放送するとと
もに，他のコーナーでも双方向機能を活用し，視
聴者がより興味を持って参加できる番組を制作し
た。
　『Let’s天才てれびくん』では，子ども向けに
視聴者参加型の生放送を実施。テレビのリモコン
で参加できる，番組に連動したゲームには14万
5,000人を超える参加者があった。
　『しあわせニュース2016』の生放送では，全国
54局が取材したニュースの中から寄せられた“し
あわせなニュース”をテンポ良く伝えた。共感し
た視聴者からのボタン投票を「しあわせカウンタ
ー」として集計し，放送中に延べ780万を超える
投票アクセスを記録した。
　『着信御礼！ケータイ大喜利』は，生放送中に
出題される大喜利のお題に，携帯電話，スマート
フォン，タブレットから投稿してもらうシステム
で，世界100か国以上の国と地域で生放送，広く
視聴者から投稿を受け付け，番組で紹介した。
　『クローズアップ現代＋』や『ハートネット
TV』などでは，バーチャルシステムを活用して
視聴者に分かりやすく番組内容を伝えた。また，
ホームページやツイッターで視聴者からの投稿を
紹介した。
　『NHKスペシャル』「私たちのこれから」では
不寛容社会，健康格差，長時間労働，認知症社会
等，20年後の日本を考えるうえで重要な課題を取
り上げた。生放送中，視聴者から寄せられる意見
や質問をツイッターやメールでリアルタイムに番
組内で紹介。データ放送で視聴者に参加を呼びか
け「気になる！ライブ投票」を実施した。視聴者
による投票で関心の高かった部分を再度見ること
ができるシステムを用いて，視聴者と一緒に日本
の課題を考える番組を放送した。
　『シブヤノオト』では最新の音楽情報を伝え
た。生放送中，ツイッターやLINEでリアルタイ
ムに情報を発信しながらSNS上の視聴者とつなが
り，視聴者からのメッセージを番組内で紹介した。
　放送とは別に，テレビと携帯端末を同時に見な
がら番組を楽しむ新しい視聴スタイルを提案し
た。具体的にはスタジオフロア横の特設セットで
のトーク部分をライブストリーミング配信し，ア

ーティストの素顔や音楽制作の舞台裏を伝えた。

6．撮影関連

　さまざまな撮影機材を駆使し，ドラマ・音楽・
ドキュメンタリーなど多彩なジャンルの番組制作
に取り組み，臨場感あふれる魅力的なコンテンツ
を制作した。
（1）特殊機材を活用した撮影
・防振装置（ステディカム・アルテミス）
　カメラマンの身体に専用ベストを使用して直接
装着するタイプの防振装置で，階段の昇降や悪路
での移動ショットにおいても映像にブレがなく，
極めて安定した移動撮影が可能である。ただし，
装置の総重量は20kg以上あり，担当カメラマン
には日常的な撮影訓練・体力訓練が不可欠である。
ロケ番組やドラマ・音楽番組で，受像機の大画面
化時代にマッチした安定感あるダイナミックな映
像表現に使用されている。『第67回NHK紅白歌合
戦』では，ケーブルのないミリ波モバイルカメラ
を装着し，華やかなステージ周りを縦横無尽に移
動して撮影を行い，迫力と臨場感にあふれた映像
描写で番組を大いに盛り上げた。
・ハイスピードカメラ
　通常のカメラでは捉えられない被写体の一瞬の
変化を，極めて鮮明な超スローモーション映像で
撮影できるハイスピードカメラを用いて，肉眼で
は見えない驚くべき姿を映像化した。また，『ダ
ーウィンが来た！生きもの新伝説』をはじめとし
た自然科学やスポーツドキュメンタリーの分野
で，さまざまな謎の解析に挑み，これまでにない
驚異の映像表現を実現した。
（2）山岳撮影
　初歩的な登山技術から，冬山登山・ロッククラ
イミングなどの高度な専門技術まで，広範な山岳
登山技術習得のために山岳研修を定期的に実施し
ている。北八ヶ岳では，外部から山岳講師を招き，
ロッククライミング技術や冬山での縦走術などを
学びながら，より一層幅広い映像表現を目指し撮
影技術力を磨いた。自然番組を中心に，紀行番組
などさまざまな番組で山岳撮影技術が用いられ
た。
（3）潜水・水中撮影
　ドキュメンタリーからドラマまで幅広いジャン
ルにおいて潜水撮影を行い，魅力的な水中の世界
を映像化した。高精細カメラを用い， 4 K・8 Kの
水中撮影にも挑戦し，新しい分野を開拓した。山
岳撮影同様，潜水撮影にも高度な専門技術力が必
要なため，毎年伊豆大島において潜水研修を実施
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し，初心者から上級者までの潜水撮影担当者の養
成に努めた。

7．照明関連

　高度な専門技術を基に創造性を発揮し，ドラマ・
音楽番組など多彩なジャンルで番組制作に貢献し
た。また，LEDを光源に使用した照明機材を積
極的に開発・導入し環境への配慮を行った。
（1）省エネへの取り組み
　放送センターの多元生放送スタジオとして，ス
ポーツイベント中継を送出しているCT-511スタ
ジオの照明設備更新では，スタジオすべての照明
器具をLED化し大幅な省エネに成功した。スタ
ジオ照明の中でも消費電力量の多いホリゾントラ
イトは，フルカラーのLEDライトを導入し消費
電力を約 5分の 1まで削減し受電容量も従来の 3
分の 1に縮小。調光装置もLED照明器具対応に
開発したシステムを導入し，120坪級の中規模ス
タジオとして初のスタジオ照明全LED化を達成
した。この技術は，今後のスタジオの照明設備更
新にも引き継ぎ，さらなる省エネ化の推進に貢献
していく。また，大規模スタジオ向けに大型の
LEDスポットライトの開発を進め，10万ルーメ
ン（ハロゲン 5 kw以上）級となる試作機を冷却
ファンなしで実現した。今後，更新となるスタジ
オ照明設備にはLED導入の拡大に向けさらなる
開発・改善を推進する。
（2）CT-101スタジオ照明設備更新
　音楽やバラエティーを中心に制作が行われてい
るCT-101の照明設備更新では，照明調光装置，
リモコンスポット装置，美術昇降装置を一斉に刷
新した。調光操作卓は，15年に更新したNHKホ
ールでの基本設計を踏襲し統一された操作性を実
現した。灯具は，350坪級の大規模スタジオ対応
するLED照明器具がなく従来のハロゲン器具で
の対応となったが，リモコンスポットの機能が充
実（P.T.F・C／C・バンドア）し，複数のタブレ
ット端末で操作が可能となり効率的な仕込み作業
に貢献している。これらの整備のノウハウを蓄積
し，今後予定されている新放送センターの設計・
施工に活用し，さらなる安定運用と利便性・安全
性を追求した仕様を作り上げていく。
（3）LED照明における色温度・色味追従機能の

開発
　番組制作現場ではLED照明機材の導入が進ん
でいるが，色彩の制御方法や運用面などで多くの
課題があった。これらを自動化して効率的・効果
的な制御を行う装置を開発した。

　装置は，ターゲットとなる色味を感知する色セ
ンサーを中心としたシステムと，データ処理方法
を設計し必要となる色味をスムーズに再現するも
ので，タブレット端末を用いた操作性も良い。
　本件は，第46回番組技術展に出展し優秀賞を受
賞した。

8．音声関連

（1）情報番組
　『NHKスペシャル』では， 4月より「大アマ
ゾン」（全 4回），12月より「プラネットアースⅡ」
（全 4回）を放送した。いずれも世界で初めて撮
影された貴重な映像を，臨場感あふれる5.1サラ
ウンドで表現した。
　「リオ五輪」（8.5～22），「リオパラリンピック」
（9.7～18）をCT-511スタジオをキーステーショ
ンとして競技を生放送した。また，CT-511更新
工事を挟んで「冬季アジア札幌大会」（2.18～
26）を無事放送した。このほか「復興サポート」
（郡山，陸前高田），「あさイチキャラバン」（東北，
熊本）等の中継番組も制作した。
（2）ドラマ番組
　16年度は『大河ドラマ』「真田丸」，『連続テレ
ビ小説』「とと姉ちゃん」が視聴者からの好評を
得て終了した。 4 K制作ドラマ『精霊の守り人シ
ーズン 2』を放送。VFXを活用した幻想的な映
像と迫力ある音声で高品質なコンテンツに仕上げ
た。 8 Kドラマ『名探偵ハチケイ』，『精霊の守り
人PR』を制作し，22.2chの優れた表現力を生か
した音声制作に挑戦した。
（3）音楽，エンターテインメント番組
　『うたコン』『第48回思い出のメロディー』
『NHKのど自慢チャンピオン大会2017』は，い
ずれもNHKホールから生放送した。『第67回NHK
紅白歌合戦』は「夢を歌おう」をテーマに，
CR-505・506スタジオでハウスバンドが演奏，そ
の回線をNHKホールに引き込み，生演奏ならで
はの迫力と臨場感ある音楽を視聴者に届けた。ま
た，都庁前広場，熊本城，横浜からの生中継のほ
か，『連続テレビ小説』「ひよっこ」ほか歴代朝ド
ラの紹介など，長時間にわたる生放送を行った。
「紅白ウラトークチャンネル」の副音声放送，ラ
ジオ生放送も引き続き実施した。CD607ではSHV 
22.2マルチチャンネル音響制作を行い，紅白初の
試験生放送を行った。
　クラシック音楽番組では『クラシック音楽館』
『第60回NHKニューイヤーオペラコンサート』
『第43回NHK古典芸能鑑賞会』『名曲アルバム』
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などを5.1chサラウンドで制作した。

9．映像関連

（1）CT／CUスタジオ更新
・CT-101の更新
　放送センター最大のフロア面積350坪を誇るス
タジオである。カメラ台数が12台以上にもなる大
規模エンターテインメント番組や大型イベント番
組の収録および生放送に対し，柔軟かつ安定的に
運用できるよう制作環境ならびに技術的改善を行
った。
　具体的にはシステム設計上，常設カメラ 5台に
7台のカメラを増設し，最大12台のカメラを運用
することができ，VE卓に25インチの有機ELモニ
ター 2台を常設し，最大でVE 4 名での対応を可
能とした。収録監視用に最大16画面の表示ができ
るマルチビューワーならびにラスタライザーを常
設し，収録状態を集中監視できるようにしたこと
でシステム障害時への即応ならびにヒューマンエ
ラー防止に寄与している。個々のカメラ映像を録
再機へ多数収録する際，効率的に収録管理できる
ようまとまったスペースを確保し，作業効率の向
上と制作環境の改善を図った。
・CT-511の更新
　CT-511スタジオは前回の設備更新から15年が
経過し，運用実績に基づいた改善事項を更新工事
において反映した。具体的には大規模イベント番
組で必要な多くのリソースを取り扱うことに耐え
られるよう，スイッチャーとルーターの入出力の
数を拡張するとともにスーパーを多用するスポー
ツイベント番組にもインサーターを増設すること
なく番組制作を可能とするようスイッチャーのス
ーパー機能を 4 Key＋4DSKとした。また，オリ
ンピックなどの大規模イベント時にケーブルの仮
設が最小限となるよう，副調とラック室に新たに
集中端子盤を設け，設営作業の効率化を果たした。
過去のスポーツイベント番組の生放送での実績と
してバーチャルスタジオでの演出要望もあり，汎

はん

用
よう

バーチャルシステムをシステム結合するために
新たに増設系統を整備した。
（2）ファイルベース制作設備の整備
　リニア編集室にファイルベース機能を付加した
ハイブリッドECS 3 室を，サーバーを核としたノ
ンリニア編集設備（ 8セル）に更新した。 8セル
には編集室ECS-181，182，183，184とダビング
スタジオCD-807，808，603，609を接続した。本
整備により放送センターのノンリニア編集設備は
5系統となった（ 3セル， 4セル，ドラマセル，

7セル， 8セル）。
（3）CG／VFXコンテンツ制作と開発
　SHVの本放送に向け，CG／VFX制作はその大
部分が 4 K制作となった。また，HDR制作の番組
も増加し，メンバー間の技術，知識の共有を図り，
モニター設備の整備などを行った。
　年間を通し制作している『コズミックフロント
☆NEXT』は， 4 K-HDRによる制作が始まり，
編集，グレーディング作業など外部プロダクショ
ンとの調整や，ワークフローの確立を行った。
　『NHKスペシャル』の対応として「キラース
トレス」「ミラクルボディー 世界最強の人魚た
ち」「MEGA　CRISIS 脅威と闘う者たち」など
シリーズ化した番組のほかに，「戦艦武蔵の最期」
（ 4 K）ではNMAPSを利用して海中の残骸映像
から立体映像を生成し，細かな考証の入った戦闘
シーンのVFX映像も制作し内外から高い評価を
得た。
　自然科学番組である『ダーウィンが来た！』「史
上最強！ティラノサウルスの真実」では，初めて
“CG／VFXによる恐竜”で番組が構成され，15
年の『NHKスペシャル』「生命大躍進」の資産を
再利用しながら，最新の知見を反映した映像化を
実現し，内外から好評を博した。
　また，15年度放送の「生命大躍進」は映画テレ
ビ技術協会主催の映像技術賞（VFX部門）で最
優秀賞を受賞した。
　ドラマでは『大河ファンタジー』「精霊の守り
人シーズン 2」（ 4 K-HDR）でVFX制作を行い，
ファンタジックな世界を試行錯誤を重ねながら表
現した。また，オンセットプレヴィズといわれる
リアルタイムCGを収録時に利用する手法を取り入
れ，収録現場の作業効率化を図った。ほかに『終
戦スペシャルドラマ』「百合子さんの絵本」（ 4 K）
では，戦前のヨーロッパの風景などをVFXで再現
した。
　リアルタイムCGでは『参議院選挙2016　開票
速報』や『アジア冬季札幌大会』などスポーツ番
組への対応を行った。ゴルフ『日本オープンゴル
フ選手権』では，新たな“グリーンのアンジュレ
ーション”の表現を行った。また，年末の『第67
回紅白歌合戦』では，東京都庁前広場からの生中
継において，プロジェクションマッピングとリア
ルタイムCGを融合させた“AR”的映像表現に挑
戦し，新たな機材を使用し必要なソフトウエアを
開発するなどし高精度な合成を実現。高品質なコ
ンテンツの制作に寄与した。
　16年も「NHKサイエンススタジアム」で 8 K
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リアルタイムCG技術を利用した「ウユニ塩湖
360°」などのコンテンツを展示し，来場者に好評
を博した。
　NMAPSは，サーバー，ネットワークの処理能
力増強工事，メインサーバーのクラウド化を行い，
17年度からの拠点局での運用に向け，機能強化を
実施した。
　その他， 4 KによるCG／VFX制作増加に対応
するため，CG制作基幹設備のレンダリングサー
バー，ファイルサーバー，ネットワークの強化も
実施した。
（4）その他の主な映像設備整備
・CT-412スタジオカメラの更新
・本部 4 KマスターモニターのHDR対応改修
・番組制作設備用セキュリティネットワークの更
新
・本部Nテロップ部分更新

10． 8 K-SHV（スーパーハイビジョン）

（1）新規開発機器と新たなワークフロー
　SONY製F65RS， 8 K単板カメラ（Ikegami製
SHK-810，日立国際製UHD-8060B）に加えて
RED製WEAPON 8 Kwith Helium（以下， 8 K 
Helium）をラインナップに加えコンテンツ制作
に活用すべく検証作業を進めている。
　 8 K Heliumはこれまでの 8 Kスタンドアロー
ンカメラ同様にRAW信号をSSDメディアに記録
する。小型軽量かつ，これまでのRED製カメラ
同等の操作性を備えており，そのフィルムルック
の映像により大きな期待が寄せられている。
　 8 K映像への現像は専用のPCにより行い，最
終的にExp-P2カードに書き出し， 8 Kワークフ
ローに寄与する。REDシステムが得意とするフ
ァイルベースフローと 8 Kで培ったExp-P2をベ
ースとしたワークフローと融合させ，新たなワー
クフローを実現し，よりコンパクトで機能的な 8 K
制作を目指す。
（2）コンテンツ制作　～ロケ～
　ルーブル美術館との国際共同制作『ルーブル　
永遠の美』では本格的 8 K-HDRコンテンツとし
て国内外から高い評価を得た。「モナ・リザ」「ナ
ポレオンの戴冠式」などルーブル美術館の至宝を
8 K単板カメラによりHDR効果を確認しつつライ
ブスタイルで撮影した。
　福山雅治さんが故郷長崎を訪ね自身のルーツを
探る『残響の街・長崎～福山雅治 故郷を撮る～』
では 8 K初のヒューマンドキュメンタリーとして
番組を構成した。

　『仏の寺の国宝たち』（17.5.5）では奈良・室生
寺に所蔵する国宝仏像の数々を 8 K単板カメラで
記録。深緑の季節，金堂，五重塔と共に室生寺の
魅力を伝える。また，この素材を使用し，「わが
家に 8 Kテレビがやってきた！」を制作。近未来
の家庭をモチーフに 8 Kテレビに映し出された室
生寺の至宝を堪能するリビングをマルチカメラで
撮影。新たなスタジオバラエティーを模索した。
　 8 K Heliumをテスト運用した『南極 氷の下の
タイムカプセル』（17.5.4）では 8 Kが初めて南極
を捉えた。南極の湖・アンターセー湖での潜水調
査隊に同行し地球の神秘に挑んだ。小型・軽量な
8 K Heliumの特性を生かしてアンターセー湖の
潜水映像を中心にほぼすべての撮影において 8 K
での記録に成功した。今後もコンテンツとして成
熟させるべく取材は継続する。この世界初の 8 K
極地映像はカンヌのMIPTVで 4 Kにて展示され
たほか，8 K-HDRにてNAB2017でも展示される。
　地上波放送『大河ファンタジー』「精霊の守り
人シーズン 2」の放送を前に 8 Kミニドラマ『精
霊の守り人　外伝』を制作した。ミニドラマとは
いえ， 8 K初の本格ドラマであった。これまでの
地上波放送のルックを大事にし，かつ最高画質で
取り組むべくフローを検討した。機動性を重視し
たF65RSと 8 K編集機Quantel Rio 8 Kを組み合
わせ効率的かつ高画質を追求し， 8 K-HDR制作
を行った。
（3）コンテンツ制作　～マルチカメラ～
　地上波で放送されている番組の 8 K化にも積極
的に取り組んでいる。「 8 Kうたコン」では地上波
生放送『うたコン』に 8 Kが相乗りして制作してい
る。 2 Kカメラと8 Kカメラを客席に配置し，2 K，
8 Kそれぞれで制作を行った。 8 KはSHC-1， 2
中継車を軸に，CD-606，607で22.2chライブミキ
シングを行い収録した。地上波放送 2 chと音色
などが，かい離しないようにすることも大事であ
る。その素材を後日ポスプロにてテロップ入れ
し，完プロを行う。ペデスタルに搭載された 8 K
単板カメラ（SHK-810）から見た「近い歌手の
映像」は圧倒的な存在感と立体的な映像を映し出
す。 8 Kステージコンテンツの新たな境地を切り
開いた。「 8 Kうたコン」は大阪局が担当した回
でもトライした。大阪BKホールに 8 K中継車を
横付けして 2 K 8 K並行制作を行う。大阪制作は
入り中が名物であるが，この中継は東京で行い，
8 K 2 K一体化制作を行った。中継現場では，
8 K単板カメラを配置し， 8 Kでスイッチングし
収録。 2 Kはこの 8 Kプログラムを 2 Kにダウン
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コンバートし，FPU，デジタル回線を経由して
大阪BKホールに入り中した。BKホール 2 K生放
送カメラとの足並みをそろえるため 8 K⇒ 2 K ダ
ウンコンバート画質調整に注力した。現時点では
「 8 Kうたコン」は 2 K 8 K並行制作であるが，
これらの取り組みを継続し，かつそれに適した構
成を見極めながら 8 K 2 K一体化制作へと昇華さ
せていく。
　「N響」は22.2ch立体音響の特性が引き立ち，
PVや試験放送で最も人気のコンテンツの一つで
ある。16年度はサントリーホールとNHKホール
での定期演奏会を収録した。サントリーホールで
はバラシスイッチングスタイルでNHKホールで
は 8 K中継車を使用して制作を行った。体制は
8 K 2 K一体化制作を目指している。 8 Kスイッ
チングした素材をP2で収録し 8 Kで編集。そのP2
プロキシ（HD）を 2 Kに展開する。テロップの大
きさや番組尺等により2 K編集は行うが，素材は
8 Kだけである。「N響」はその内容やカット数，
音響環境など 8 K 2 K一体化制作の可能性が高い
コンテンツである。継続して取り組んでいきたい。
　16年度は18年の実用放送を見据えながら， 4 K
マルチカメラ制作にもチャレンジした。Vロケ～
編集フローはかなりの経験値を持つが，マルチカ
メラ，ダイレクトスイッチングはライブ機器の少
なさからこれまで実現できなかった。 3分の 2イ
ンチCMOSセンサーカメラの登場やサーバー型収
録機， 4 Kモニターの多様化からスタジオバラシ
制作や中継車制作の可能性が高まった。一般番組
を中心に『SHVニュース』『サキどり』にてマル
チカメラ制作を経験し，『クラシック倶楽部』で
はARRI製 4 KカメラAMIRAを用いてマルチカメ
ラ制作を行った。大判センサーならではのボケ味
と独特の映像表現でクラシックコンテンツの表現
の幅を広げた。
（4）東京オリンピックに向けて
　2020年東京オリンピックでは，家庭で東京五輪
を楽しんでもらうべく 8 K-SHVの普及と機器の
開発を進めている。
　夏のオリンピックで最後のチャンスとなるリオ
オリンピックではその可能性にチャレンジ。 8月
1日SHV試験放送開始の目玉として「 8 Kリオオ
リンピック」を放送した。ブラジル・リオデジャ
ネイロに 2台の 8 K中継車＋22.2chマルチチャン
ネル音声制作車を派遣し，国際放送センターを経
由して日本に各競技を 8 K伝送した。日本ではそ
の中継映像をNHKふれあいホール 3 Fに仮設した
スタジオで受け，放送用コンテンツとして制作し

た。仮設スタジオでは生放送，時差放送，ハイラ
イト放送の 3種を担当し，期間中昼夜を問わず稼
動し総計181時間の放送を行った。仮設スタジオ
はいわゆる映像受けスタジオとして収録，再生，
テロップ付加できる機能，22.2chミキシングがで
きる音声副調，ハイライト制作を行う編集機能を
設置した。編成時刻表に従って生放送，SSD録再
機による時差放送や完プロ制作など現有機材を駆
使して，求められる編成に的確に応えることがで
きた。
　編集コーナーには開発中の 8 Kダイレクト編集
機を配置し，競技終了後 1時間尺のハイライト制
作を行い，最短で約 4時間後に放送した。これら
のシステム構築や制作フローを経験し，来る東京
オリンピックにおいて，備えるべき課題や開発す
べき機器など今後の検討材料を明らかにした。
8 K受けスタジオの建設に向け大きな一歩となっ
た。
（5）地方展開
　広島局「庭は一幅の絵画である～世界一の庭・
足立美術館の四季～」では世界的に有名な名園を
四季を通じて撮影。室内から見た庭園を絵画に見
立てHDRで制作した。
　名古屋局「国宝 源氏絵巻物語」は徳川美術館
が所蔵する国宝とイメージカットで紫式部の世界
観を情感豊かに表現した。
　両コンテンツともに日立単板カメラを用い，ラ
イブスタイル，スタンドアローンとそれぞれのシ
ーンに合わせて撮影を行った。
　このほか，制作が継続しているコンテンツも多
い。年々地方制作要望が増加しており，いずれも
長尺コンテンツとして提案されている。地方の制
作力強化とコンテンツ増加を目指し，本部として
人的・機材的支援，ノウハウの提供に継続して取
り組んでいく。
（6）ポスプロ設備
　編集，MA各 2室を軸にコンテンツ制作を行っ
てきた。16年度 3室目の編集室を整備し，まもな
く稼動する。
　これまでDual Green信号方式（DG）で 8 K制
作は行われてきたが， 3 室目の編集室はFull 
Resolution（FR＝422）対応も可能とした。メイ
ン編集機には，これまで検証を進めてきたSAM
製Quantel Rio 8 Kを配置し，Autodesk製Flame
と併せて作業を分担しコンテンツ制作を行った。
世界的な 8 K-SHVの普及には信号形式のFR化は
避けて通れない。メーカーとしてもその潮流に乗
り，一般的な規格に準拠した製品を送り出してく
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る。そういった流れにも対応していく必要がある
だろう。
　音声では22.2chMAリソースを効率的に稼動す
るため，その事前作業を行えるプリプロルームを
整備した。コンテンツ制作時期や要員面，リソー
ス面でMA作業の仕分けを行い，事前に設定を仕
込み，データ整理を行う機能を有する。コンパク
トな設計ながら完全球状スピーカー配置により
22.2ch音響環境を実現している。
　 4 K制作の需要増に伴い， 2室目の 4 K編集室
も整備した。 1室目は「精霊の守り人」が占有し
ているが，国際共同制作番組や高品位ドキュメン
タリー番組での運用を想定して，今後の 4 K 2 K
一体化制作に寄与する。
　ポスプロ設備の充実に伴いそれを支援する機能
も重要になってくる。素材のリストアやバックア
ップ，ロケ素材の現像，コンテンツの技術試写で
ある。これらの要件を満たす機能室としてSHV
コピー室を稼動させた。コピー機能としては 8 K
ルーターを中心として 8 K録再機， 4 K録再機，
2 K録再機を配置。8 K 4 K 2 K相互の素材変換で
コンテンツ制作の幅を広げている。特に 8 Kコン
テンツの 2 K利用や周知広報活動など高い要請が
ある。併せてスタンドアローンで 8 Kバックアッ
プ／リストア装置を 6 系統整備した。また，
F65RS，日立単板カメラRAWデータを 8 Kに現
像する現像コーナーでは 8 Kモニターでその仕上
がりを確認し，素材をP2に収録する。 8 K技術試
写室は完成した完プロコンテンツを 8 Kモニタ
ー＋22.2ch環境で試写する機能を有する。現時点
で 8 Kは各NHK放送局で受信公開されている約
60式のモニターしかないが，このシステムと同等
の機能を有する試写室である。併せて手軽なコン
テンツ試写やロケ後のラッシュ試写など 8 Kをよ
り身近に体感できる環境を提供し，演出・技術問
わず制作スタッフをボトムアップするために貢献
している。

Ⅱ．ラジオ制作技術

1．ラジオ放送

　16年度も多彩なジャンルの音楽番組を制作し，
視聴者に届けた。
　FM放送では，『ベストオブクラシック』「N響
定期演奏会」をNHKホール，サントリーホール
から継続的に生放送した。「偉大なる芸術家たち
へ」と題された『NHK音楽祭2016』では，マリ

インスキー劇場管弦楽団（10.14），NHK交響楽団
（10.31），パリ管弦楽団（11.18），サンフランシ
スコ交響楽団（11.22）の演奏会をNHKホールか
ら生放送した。
　ジャズ番組の『セッション2016』では，内外の
一流プレーヤーを招いて年間36本，ロック番組の
『ライブビート』は11本，ふれあいホールにて公
開収録を行った。
　『ブラボー！オーケストラ』『ベストオブクラ
シック』などの公開派遣番組制作や，『邦楽百番』
『邦楽のひととき』などの純邦楽，『リサイタル・
ノヴァ』のスタジオ録音などにも取り組んだ。
　ラジオ第 1では，毎週水曜にCR-505スタジオ
から歌謡曲番組『きらめき歌謡ライブ』を公開生
放送し，ハウスバンドによる演奏と歌手のライブ
を視聴者に届けた。ポップス，歌謡曲，トークバ
ラエティーなどさまざまなジャンルの番組で，視
聴者のニーズに合わせた番組制作に取り組んだ。

2．オーディオドラマ

　R1のオーディオドラマ『新日曜名作座』は，
話題の文芸書や人気作家の短編集などをドラマ
化， 8シリーズ46話の新作を制作した。
　 1話完結で文学性の高い作品を中心に放送して
いる『FMシアター』は，本部で20本と特集 2本
の新作を制作した。宇都宮局，津局，高知局，松
山局制作分では本部担当者が技術サポートを行
い，地方局でのオーディオドラマスキルの継承に
役割を果たした。
　『青春アドベンチャー』は15分×10～15本の連
続ドラマで，主に若者向けの活劇やミステリー小
説などをドラマ化し，本部では12シリーズ150本
を制作した。
　『特集オーディオドラマ』「アシマの銃、セギ
ルの草笛」（60分），『FMシアター』「冬の曳

えい

航」
を5.1サラウンドで制作し，マトリックスエンコ
ード方式（ProLogic2）のサラウンドで放送し
た。
　人材育成面では，10月に本部集合研修「オーデ
ィオドラマ制作実習」を実施した。受講生のうち
2人が自局制作の『FMシアター』でミキサーを
担当するなど，大きな成果を上げることができた。
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報道技術

Ⅰ．ニュース送出

1．ニュース番組

　ニュースセンターからは『おはよう日本』『シ
ブ 5時』『ニュース 7』『ニュースウオッチ 9』な
ど 1日約10時間のニュース・報道番組を送出して
いる。そのほかイギリスの国民投票，伊勢志摩サ
ミット，オバマ米大統領訪日・広島訪問，国政選
挙，オリンピック・パラリンピック，北朝鮮ミサ
イル発射・核実験，地震・自然災害報道など多く
の番組を放送した。
（1）災害報道
　日本への台風の接近数は平年並みであったが，
北日本，東日本への接近数は平年より多い傾向に
あった。北海道地方には 5つの台風が接近しその
うち台風 7号， 9号，11号の 3つの台風が上陸し
て，道内各地で河川の氾濫や橋の流失など，生活
への影響や農産物への大きな被害が発生した。台
風 7号では，釧路で最大瞬間風速43.2mを観測，
台風11号では，川沿いで男性 1人が亡くなった。
東北地方の太平洋側に，台風10号が観測史上初め
て上陸した。死者23人のほか，農作物や畜産など
への被害が多く，後に激甚災害指定を受けた。
（2）地震・津波報道
　熊本県熊本地方では 4月14日にマグニチュード
6.5，16日には同7.3の地震が発生し，いずれも震
度 7を観測した。有明海，八代海で津波注意報を
発表したが観測されなかった。 4月19日まで余震
と見られる震度 5弱から震度 6強の地震が20余り
発生し，災害地域の住民は不安な日々を過ごした。
この地震で熊本城を支える石垣が崩れ，現在も立
ち入ることができない状態である。気象庁は，16
日の地震が本震で，14日の地震は前震であったと
見解を発表した。この地震は「平成28年熊本地
震」と命名された。
　10月21日には鳥取県中部で震度 6弱の地震，鳥
取県東部，岡山県北部でも震度 5強が観測された。
11月22日には福島県中通り・浜通りで震度 5弱の
地震が発生，宮城県，福島県に津波警報，青森県，
岩手県，茨城県，千葉県，伊豆諸島に津波注意報
が発表された。
（3）ニュース制作支援車の運用
　ファイルベース編集機や原稿送受信端末を搭載

し，ニュースの企画制作が可能なニュース制作支
援車は， 4月に発生した熊本地震で緊急出動し，
熊本放送局で 3か月の運用を行った。緊急出動時
の位置情報把握，ファイルベース編集機の会館シ
ステムとの連携など，運用により見えてきた課題
を 1つずつ改善した。 3月の「東日本大震災から
6年」では盛岡局にて運用し，24時間通電運用に
よる技術保守対応の効率化にも取り組んだ。
（4）緊急報道
　 5月27日，羽田空港で大韓航空機のエンジンか
ら煙が発生し乗客全員が緊急脱出， 7月18日には
ハワイアン航空機が緊急着陸を行うトラブルが発
生したが大事には至らなかった。北海道七飯町で
男児が行方不明となり 6月 3日自衛隊施設内で無
事保護された。 7月26日，神奈川県相模原の障害
者施設に元従業員が侵入し入所者19人が死亡する
事件が発生した。 8月 8日，天皇陛下によるお気
持ちが表明され，生前退位に関する本格的な議論
が始まった。 8月14日，日本の国民的アイドルグ
ループSMAPが12月31日で解散することが公表さ
れ国内外から惜しむ声が寄せられた。 8月31日，
和歌山で男が集合住宅に銃を持って立てこもり警
察とあわや銃撃戦となる事態となった。12月22日，
新潟県糸魚川市で大規模火災が発生した。363世
帯に避難勧告が出され約30時間燃え続けた火災は
懸命の消火活動によりようやく鎮火した。この火
災は，新潟県の災害救助法が適用され，「糸魚川
市駅北大火」と命名された。
　10月のノーベル生理学・医学賞で，15年に続い
て日本人 1人が受賞した。
（5）国際報道
　 6月23日，イギリスでEU離脱か残留かを問う
国民投票が行われ離脱が多数となった。ディヴィ
ッド・キャメロン首相は辞任し，離脱推進のテリ
ーザ・メイ首相が就任した。
　 9月 9日，北朝鮮が核実験を行い，核弾頭の爆
発実験に成功したと朝鮮中央テレビが報じた。国
連安全保障理事会は「国際平和と安全にとって明
らかな脅威」と強く非難した。 4月以降14回の弾
道ミサイルなどを発射し国際社会からも非難さ
れ，近隣国では不安の声が高まっている。
　韓国では，朴槿恵大統領が国家機密文書の流出
や収賄容疑をかけられ，12月 9 日大統領に対する
弾劾議案が国会で可決されて職務が停止された。
朴大統領は 3月31日，収賄，職権乱用，機密流出
などの疑いで逮捕された。
　12月20日，ドイツ首都のベルリンでマーケット
にトラックが突っ込み，12人死亡，50人近くが負
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傷する事件が発生した。運転手の男は逮捕され，
同乗していた男は射殺された。この事件では過激
派組織ISが犯行声明を出した。
（6）政局・選挙報道
　 5月26，27日に伊勢志摩でG7首脳会合が開催
された。首脳宣言では，世界の経済成長や暴力的
過激主義，テロ攻撃などの課題，世界の平和や安
全と繁栄を維持するための課題の解決に向けた道
筋などが明示された。このサミット後の安倍晋三
首相は，日本経済の動向を鑑み消費増税の実施を
19年10月まで再延期することとした。 5月31日に
野党から安倍内閣不信任案が提案されたが，連立
与党の多数により否決された。
　東京都舛添要一知事の公費不正使用に伴い 6月
15日に辞職，7月31日に東京都知事選挙が行われ，
「都政の信頼回復，停滞の解消，山積する課題解
決のため崖から飛び降りる覚悟で挑戦したい」と
した，無所属の小池百合子氏が当選した。
　 7月10日，第24回参議院議員選挙が行われ連立
与党で70議席を確保し過半数を大きく上回る結果
となった。安倍首相は，アベノミクスに対する国
民の信任を得たとし，経済政策のさらなる推進を
アピールした。この選挙から選挙権の年齢が18歳
以上に，また，合区により選挙区の見直しが行わ
れた。
（7）スポーツ報道
　 8月と 9月に行われたリオ五輪・パラリンピッ
クでは，日本人の活躍を伝えた。日本人のメダル
獲得数は金12個，銀 8個，銅21個の合計41個で参
加国中 7位であった。個人では，体操男子の団体
総合と個人総合で優勝し，内村航平選手は 2個の
金メダルを獲得した。競泳男子400メートル個人
メドレーで金，バドミントン女子ダブルスでは，
日本勢初の金メダルを獲得した。卓球男子は団体
で銀，シングルスの水谷隼選手が個人種目で日本
勢初の銅，女子は団体で銅メダルを獲得した。テ
ニス男子でも錦織圭選手が日本勢として96年ぶり
の 3位でメダルを獲得した。カヌーのスラローム
男子に出場した羽根田卓也選手は同競技で初とな
る銅メダルを獲得するなど快挙が相次いだ。2020
年東京オリンピックに向けて国民の期待を膨らま
せる結果となった。

2．BSニュース番組

　激変するする世界の“今”を視聴者に伝えるべ
く，国内外のニュースや経済情報をリアルタイム
に放送した。海外各国の最新ニュースは同時通訳
を付け 2か国語や原語字幕付きで放送した。BS

ニュースセンターからの放送は， 1日約12時間に
及んだ。
　『キャッチ！世界のトップニュース』（午前 7
時台）では，世界は今日，どのようなニュースを
伝えているのか。日本時間の深夜から早朝にかけ
て入る，世界18の国と地域，23の放送局の最新ニ
ュースを伝えた。また，『国際報道2016／2017』（午
後10時台）では世界各国の取材網と世界各地から
届くニュースを生中継や識者の解説などを交えて
分かりやすく伝えた。イギリスの国民投票や米大
統領選挙のテレビ討論，立候補者演説と開票速報
など定時番組や特設番組を組み放送した。

3．設備関連

（1）緊急気象情報のデータ配信機能強化整備
　気象庁が発表する緊急地震速報に関するデータ
受信処理装置（緊急地震速報データベース），お
よびNHK内の各種緊急気象データを各局のさま
ざまな作画装置等へ局内LANを経由して自動配
信するMPG（マルチプロトコルゲートウェイ）
について，それぞれ老朽化に伴う設備更新を行い，
運用を開始した。更新にあたっては，首都直下地
震による本部被災時等，本部および各拠点局の機
能喪失時でも他局の設備からデータのバックアッ
プ配信を可能とするための機能強化を行った。
（2）災害気象画面の充実
　“ひまわり 8号運用開始”に合わせて本部・放
送センターに導入し，「雲画像」の作画を行って
いる災害気象情報作画装置に対し，気象庁発表の
「土砂災害警戒メッシュ情報」を作画する機能を
追加し，梅雨時期より運用開始した。同時に，全
国を 8つの地域に分割し，各地域の作画画像を該
当地域の放送局へ自動的に配信する仕組みを整え
ることで，全国各局できめ細かな気象情報の発信
が可能となり，防災・減災報道が向上した。この
ほか，専用の作画設備で対応していた「動く天気
図」の作画機能や，「気象レーダー」「落雷情報」
などさまざまな情報を日本地図上に重ねて表示す
る“重ね作画機能”も本装置で対応させること
で，老朽化していた専用設備からの設備移行が進
んだ。
（3）全国気象作画装置の更新整備
　15年度に放送局から始まった全国気象作画装置
の更新整備が，16年度の本部・拠点局および前橋・
宇都宮放送局の設備移行をもって完了した。今回
の整備により全国の気象作画装置の仕様が統一化
され，効率的にソフトウエアの改修や日常の保守
対応ができるようになった。この整備に合わせて
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「土砂災害警戒情報」を作画する機能を追加し，
全国へリリースを行った。従来，「土砂災害警戒
情報」はテレビ放送では速報スーパーのみで伝え
ていたが，警報・注意報と同様に気象番組の中で
警戒を呼びかけるノルマル画面として放送できる
ようになった。

Ⅱ．回線業務

1．回線運用

（1）国内回線
　 4月14日と16日に震度 7を観測した熊本地震で
は，熊本と大分を中心に九州の各放送局から福岡
局経由で放送センターまでサブステーション構成
の回線を手配して対応した。その他，統計開始以
降 2番目に多かった 6個の台風上陸，10月21日の
震度 6弱を観測した鳥取県中部地震，津波警報が
発表された11月22日の福島県沖M7.4地震でも，
同様にサブステーション構成で回線を運用した。
　 5月26，27日の伊勢志摩サミットと同27日のオ
バマ米大統領広島訪問では，最寄り局経由の回線
を構築した。
　 7月10日の第24回参議院議員選挙では，生放送
と素材伝送用に66回線のNTT光回線，各現場と
のコーディネーション用に，112回線の音声連絡
用臨時回線を手配して対応した。
（2）国際回線
　16年度の国際イベント中継のうち主なものは以
下のとおりである。
・ウィンブルドン2016（ 6 月）
・ リオデジャネイロオリンピック，リオデジャネ
イロパラリンピック（ 8～ 9月）
・ FIFAフットサルワールドカップ2016（ 9 ～10
月）
・全豪オープンテニス2017（ 1 月）
・ウィーン・フィル　ニューイヤーコンサート
2017（ 1 月）　
　リオ五輪では，JC（ジャパンコンソーシアム）
信号をテレビ用 5回線・ラジオ用 2回線，NHK
専用の信号をテレビ用 3回線・ラジオ用 1回線を
現地国際放送センターから渋谷放送センターまで
引き込み中継・放送対応を実施した。
（3）FPU回線（自営マイクロ回線）
　 7月の参議院議員選挙では，政党本部，各選挙
事務所等からFPU回線を計17回線確保して生中
継を実施した。このほか都内の取材伝送車両や首
都圏各局からの素材伝送用に別途 7回線確立し

た。基地局の使用に加えて仮設受信系統を放送セ
ンター屋上に 4系統，池袋基地局に 5系統設置し
て運用した。
（4）CS回線（通信衛星回線）
　IP機材の整備が全国的に進んだこともあり
CSK出動の機会はこの数年減少傾向にあるが，大
規模災害などで長時間の運用を行ったため，年間
の総伝送時間数には大きな変化はない。
　台風10号の影響で停電し，放送が継続できなく
なった盛岡・岩泉小川放送所を救済するため，
CSKを盛岡局に，外部のSNG車と非常用送信車を
被災現場に派遣し，CS回線による放送確保を行
った。その他，深夜作業時の事故リスクに備えた
放送回線のバックアップとしてもCS回線を数多
く活用した。
　CS回線を多数利用した主なイベント，番組，
緊急報道対応を以下に記す。
・熊本地震対応（ 4月）
・伊勢志摩サミット（ 5月）
・参院選公示日（ 6月）
・参院選開票速報（ 7月）
・東京都知事選（ 7月）
・日露首脳会談（12月）
・『ゆく年くる年』（12月）
・ 『新春！ニッポン　元気になるお宝百景』（ 1
月）

・東日本大震災 6年（ 3月）
（5）IP伝送
　15年度に本格整備が始まったIP伝送装置
（LiveU）を活用するため， 7月の参議院議員選
挙より 1対多での伝送が可能なマルチポイント伝
送の運用が始まった。これまで各局で受信してい
たLiveUからの信号を，東京と各局が同時に受信
できるようになり，NTT回線の運用を大幅に削
減することができた。
　現在，緊急報道の一報映像のほとんどがIP中継
となっており，緊急報道における伝送手法が大き
く変化した 1年であった。12月の日露首脳会談で
は，25台のLiveUを駆使して，Live中継や素材伝
送を実施した。
　映像ファイルを受信する海外ファイルサーバー
は，15年度よりF-Port（エフポート）の名称で
国内からのファイル伝送用途にも利用されてい
る。15年度に整備したトランスコーダーシステム
は 6月より運用開始し，海外ファイルサーバーか
らフェーズ 2サーバーにファイルによる転送が可
能になった。



第
2
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
概
況

第２部　NHKの概況｜第２章　技術｜1 節　番組技術

155 NHK年鑑’17

（6） 8 Kスーパーハイビジョンの回線運用
　 8月 1日よりスーパーハイビジョンの試験放送
が開始された。リオ五輪をはじめとする 8 Kライ
ブ伝送を下記のとおり実施した。
・リオ五輪（ 8月）
・大相撲九州場所（11月）
・第67回紅白歌合戦（12月）
・大相撲初場所（ 1月）
・大相撲大阪場所（ 3月）
・第89回選抜高校野球（ 3月）
　上記イベントについては，パブリックビューイ
ングの伝送も実施した。
　大相撲九州場所からはH.265コーデックの運用
を開始した。H.264コーデックの伝送ではTS回線
が 2系統必要であったが，H.265コーデックを用
いることで 1系統での伝送が可能となり，回線費
を削減することができた。
（7）NSNP（Nippon Sa te l l i t e News 

Pool）取材伝送対応
　天皇陛下や首相が式典や国際会議などで外国訪
問する際は，NHKと民放が共同で取材体制を組
み，日本のTVメディア代表として共同取材を行
う。16年度は，首相が出席したAPEC（ペルー・
リマ），東方経済フォーラム（ウラジオストク・
ロシア），ハワイ真珠湾訪問などの国際会議や首
脳会談，天皇皇后両陛下のベトナム・タイご訪問
など，11件の同行取材対応を行った。取材した映
像素材は，現地から主にIP回線を使用したファイ
ル伝送により対応した。首相の内外記者会見は，
現地から衛星回線やIP回線などを利用して伝送し
た。

2．設備関係

（1）国内回線
　中継現場などに放送やスタジオの映像音声を送
り返すための映像送り返しマトリックスを整備
し，リオ五輪や一般の中継などで活用している。
また，回線情報を管理する回線情報ホストコンピ
ューター，中継現場との連絡用の連絡マトリック
スを老朽化に伴い更新した。また，17年度運用開
始の次期テレビ回線の回線構築・検証を実施した。
（2）国際回線
　海外総支局の移転やIP-VPN化を進め，中国総
局・上海・ジャカルタ・ワシントン・香港・ニュ
ーデリー・アジア総局・イスラマバードのIP-VPN
回線の移設・新規整備を実施した。また，NY総局・
欧州総局からの専用回線の一部更新を17年 5月に
予定しており，現在準備を進めている。

（3）FPU回線
　センター基地局の東・西回転台を更新（Φ1.2m
レドーム化）した。西・南回転台はGNSS（全球
測位衛星システム）機能追加によりヘリ追尾が可
能になった。センター基地局のリモコン更新（IP
による制御・監視＝NFICS）とUHFナローバン
ド連絡無線基地局更新，箱根基地局の回転台更新
とリモコン更新（NFICS化）を実施した。この
ほか，局外ロボットカメラの更新に併せて新島，
成田（第 1，第 2ターミナルビル），光が丘，大
井松田のFPU送信機を更新した。老朽化して性
能が劣化した筑波基地局のUHFワイドバンドア
ンテナの補修工事を実施した。
（4）CS回線
　SHV-CSKの整備に合わせ，SHV用CS受信設備
を整備した。衛星トラポンをより効率的に運用で
きるよう 2つの衛星波を 1映像に結合するボンデ
ィング機能を有し，DVB-S2X方式に対応した新
型変復調器を採用した。また，緊急報道や特別番
組などでCS伝送が輻

ふく

輳
そう

した際でも迅速かつ安定
したCS運用が行えるよう，CS管制支援システム
を整備した。
（5）IT関連
　ロボットカメラモニタリングシステムの増強整
備を行い，収容可能なカメラ局所が500局所から
600局所となった。追加収容が可能となった100局
所のロボカメについては，全国から選定し，17年
度順次収容していく予定である。
　IP伝送装置であるLiveUの受信設備を16系統か
ら28系統の系統増設を実施した。併せて国際
MTXの入出力系統の増強も行った。（入力×出力：
160×144→256×160）
　16年度より運用を開始している国土交通省関東
地方整備局の河川情報カメラ受信設備を関東 4局
（甲府，前橋，水戸，宇都宮）に増設する整備を
行い， 2月より運用を開始した。
（6） 8 Kスーパーハイビジョン
　H.265方式の 8 Kコーデックを整備し，11月の
大相撲九州場所から運用を開始した。 8 K対応
H.265コーデックはNHK全体でエンコーダ 5式，
デコーダ 6式となっている。
　 8 K伝送の受信スタジオとなるCS302スタジオ
の改修整備を行い， 8 K映像および22.2ch音声の
視聴が可能となった。
（7）海外総支局技術コーディネーター業務
　海外からの安定した中継や映像素材伝送を確立
するため，13の総支局で設備の保守・整備作業を
行った。中国総局やアジア総局の移転対応などの
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ほか，報道局と連携してファイルベース編集機の
整備対応を実施した。

Ⅲ．局外中継

1．主な中継

（1）緊急報道
　東日本大震災では多くのロボカメが発生直後に
地震の揺れや津波の様子を伝えたが，一方でその
後の電源喪失で役割を果たせなかった。この教訓
から電源強化などロボカメの機能強化に努めてき
た。ロボカメは最初動期の現場の情報を速やかに
伝え，NHK災害報道の根幹を担うものである。
中継部に配備された「緊急展開ロボカメパッケー
ジ」を効率的に運用し防災・減災報道につなげ成
果を上げた。
○熊本地震
　 4月に発生した熊本地震の際には，夜間監視可
能な高感度カメラ中継クルーを緊急展開し監視体
制を構築した。その後，震源域の広がりと地震に
伴う阿蘇山噴火に備え，中継部開発の「太陽光無
停電ロボカメ」を以下の場所へ広範囲に展開し
た。阿蘇山中岳を北側から警戒するため阿蘇市大
観峰と，南側からの監視のため高森町役場屋上に
設置。その他，津波警戒用として八代港に設置し
た。
○伊勢志摩サミット
　伊勢志摩サミット開催時にはテロ警戒で，閣僚
会議会場と宿泊先に「太陽光無停電カメラ」を設
置しテロ警戒監視をした。各国首脳が到着するヘ
リポート周辺にもカメラを設置し，監視体制を構
築した。オバマ大統領広島訪問の際には，空港か
ら平和記念公園までの沿道を死角がないようにカ
メラを設置し，大統領の動静を警戒監視した。
○台風・大雨警戒など
　出水期警戒用として京都宇治，兵庫豊岡，鹿児
島屋久島，徳島阿南に「緊急展開ロボカメ」を設
置し台風や大雨に備えた。夜間監視には民生のカ
メラが威力を発揮した。高感度一眼レフカメラを
動画モードで利用し，独自に開発したハウジング
に収容したものである。鳥取県湯梨浜の群発地震，
桜島の噴火などで実績を積んでいる。これらの緊
急展開のノウハウは，福岡で発生した大規模地盤
崩落事故や新潟県糸魚川での火災での緊急報道体
制構築に生かされた。
○阿蘇山噴火
　10月深夜に発生した阿蘇中岳の爆発的噴火の際

には監視を続けていた「太陽光無停電ロボカメ」
が噴火の瞬間を捉え，貴重なスクープ映像となっ
た。噴火の映像は，そのすさまじさを視聴者の心
に焼き付けるとともに，活火山における防災意識
を向上させるものとなった。映像は国内の新聞や
民放各局47社のほか，BBCをはじめとする海外
にも発信された。
（2）国内中継
○伊勢志摩サミット～オバマ大統領広島訪問
　日本では 8年ぶりの開催となるサミット「G7
伊勢志摩サミット」が， 5月25～26日に三重県志
摩市で開催され，NHKは外務省から委託を受け
ホストブロードキャスターとして，国際信号制作，
IBC（国際放送センター）およびIBC内のMCR
（マスターコントロールルーム）業務を担当し
た。国際信号制作では，志摩観光ホテル等での首
脳会合や議長会見の制作を行うとともに，中部国
際空港での各国要人到着，G7首脳の伊勢神宮訪
問のもようなどを中継車 4台，カメラ計37台を使
用しライブ制作を行った。また，急きょ決定した
サミット後のオバマ米大統領の広島訪問について
も平和記念公園での慰霊碑への献花，所感表明な
どをNHKが代表取材し，米大統領として初とな
る被爆地訪問をホストフィードとしてIBCから配
信した。
　一方，NHKユニではIBCを設けた三重サンアリ
ーナのほか，中部国際空港，志摩地中海村，伊勢
神宮にて，総合テレビ（全中・ローカル），BS1，
NHKワールドの各メディアで長時間にわたる生
中継対応を行った。
〇参議院議員選挙・東京都知事選挙中継
　「一票の格差」を是正するための合区（鳥取・
島根，徳島・高知県選挙区）を導入し選挙区定数
10増10減で行われた参議院議員選挙は，16年 7 月
10日に投開票が行われ改憲勢力である自民，公明
両党とおおさか維新の会が，非改選と合わせて参
院議席の 3分の 2以上を確保した。NHKの開票
速報では，政党や全国の約100現場の事務所中継
を実施した。
　舛添前知事の辞職に伴い行われた 7月31日の東
京都知事選挙は，無所属の小池候補と既成政党が
推す増田寛也候補，鳥越俊太郎候補の三つどもえ
の選挙戦となり，各事務所からの中継を実施した。
小池氏が圧勝し，初の女性都知事が誕生した。
〇新周波数対応ロードレース中継
　ロードレース 4中継（高校駅伝，女子・男子駅
伝，びわ湖マラソン）は，16年度より移動車伝搬
を従来の700MHz帯から1.2G／2.3GHz帯の新周波
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数FPUに完全移行して実施した。各中継ともカ
メラバイクの地上受信の拡大と，ヘリ空撮の充実
が図られて演出の幅が広がるとともに，高画質化・
低遅延化による番組クオリティーの飛躍的な向上
を実現した。なお，新周波数移行検討開始から長
期にわたる検証を重ね移行作業を完遂させたロー
ドレースPJには，放送記念日に会長賞が授与さ
れた。
　その他の主な国内中継は以下のとおり。
○全国戦没者追悼式
○東日本大震災追悼式
○ロシア・プーチン大統領訪日対応
○日本選手権水泳競技大会
○日本ゴルフツアー選手権，日本オープンゴルフ
選手権競技
○プロ野球
○サッカー（Jリーグ，天皇杯，皇后杯，W杯最
終予選）
○NHK杯体操選手権
○全日本体操競技選手権大会
○NHK杯国際フィギュアスケート競技大会（札
幌・真駒内）
○冬季アジア札幌大会 IBC・スピードスケート
○日本カーリング選手権大会
○日本陸上競技選手権大会（名古屋・瑞穂陸上競
技場）
○W杯スピードスケート（長野）
○『東京2020　12時間スペシャル』
○全国花火競技大会（秋田・大仙市）
○『第15回 東京JAZZ』
○『ひるブラ』
○『あさイチ～ピカピカ☆日本～』
○『ゆく年くる年』
○歌会始の儀
○歌舞伎中継
○『 にっぽんプレミアム　わたしの東京　わたし
の大阪物語』

（3）海外中継
〇リオデジャネイロオリンピック・パラリンピッ
ク
　南米大陸で初開催となるリオオリンピックは，
32会場で28競技306種目が実施された。
　NHKはOBS（Olympic Broadcasting Services）
からの依頼を受け，柔道，レスリング，サッカー
10試合の国際信号を制作した。
　また，NHKと民放連で構成されるJC（Japan 
Consortium）では，競技中継ユニカメラを過去
最大規模で設置するとともに，ギガビットイーサ

ーネットを活用したリモートプロダクションも行
いながら日本選手の活躍を日本国内に伝えた。
　一方，NHK単独では，オリンピックパークの
サテライトスタジオほか， 7つの競技会場にプレ
ゼンテーションスタジオを設置して，競技中継の
枠付けを行った。また，これに加えてインターネ
ット・ライブストリーミングも行うことでライブ
感に重きを置いた放送となった。なお， 8月 1日
にSHV試験放送が開始され，初の 8 K生中継とな
るSHV制作を現地で行った。（次項目に詳細記述）
　引き続き行われたパラリンピックでは，柔道と
車いすテニスの国際信号制作を担当するととも
に，NHKユニでも陸上，競泳，ゴールボールな
どの競技中継を初めて実施し，TVの放送時間は
133時間を超え前回ロンドン大会の約 3倍となっ
た。また，SHVは 1 クルーでのロケ対応で実施
した。
　その他の主な海外中継は下記のとおり。
○ASEM（モンゴル・ウランバートル）
○G20杭州サミット
○安倍総理キューバ訪問・内外会見
○ウィンブルドンテニス（イギリス）
○全豪オープンテニス（オーストラリア）
○FIFAワールドカップアジア最終予選（タイ，
オーストラリア，UAE）

○『今夜も生でさだまさし』in台湾
（4）スーパーハイビジョンへの取り組み
　16年 8 月 1 日にSHV試験放送がスタートし，
リオデジャネイロオリンピックなどスポーツ競技
を中心にSHVの特色を存分に生かしたコンテン
ツ制作・中継を実施した。高色域やハイダイナミ
ックレンジ（以下HDR），高倍率レンズの応用な
どコンテンツの価値を向上させる新たな手法での
制作・検討や， 8 K・2 K一体化， 4 K・2 K一体化
による番組制作にも取り組んだ。
○リオデジャネイロオリンピック中継
　15年に整備した 2台の 8 K中継車と 2台の22.2
マルチチャンネル音声制作車を現地に持ち込み，
2クルー体制で開会式・柔道・競泳・陸上・バス
ケットボール・サッカー，および閉会式を 8 Kで
制作した。各会場から国際放送センターまで光回
線を用いて非圧縮伝送しライブビューイングを実
施したほか，東京の放送センターへもIP伝送した。
　伝送したコンテンツはふれあいホール（渋谷）
に設けた仮設スタジオでコメントや文字情報を付
加し，SHV試験放送を通じて全国のNHKほか 2
か所でPV上映した。多くの人々に超高精細大ス
クリーンと立体音響が作るSHV空間を堪能して
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もらうことができた。
○大相撲中継
　 8 K中継車と22.2マルチチャンネル音声制作車
を使用して大相撲九州場所，初場所，大阪場所を
SHV試験放送で生中継した。
　 8 Kカメラ 3台， 4 Kハイスピードカメラ 1台，
4 Kカメラ 1台を使用し，スロー再生は中継車内
で収録したSHV-SSDレコーダーで行った。CGは
リアルタイムで作成して対戦や決まり手などの情
報をスーパーで付加した。 4 Kカメラは現行放送
と共有し，要員の効率化を図った。
　音声は 2 K制作用のマイクを分岐して使用しつ
つ，独自マイクも追加することで効率の良い
22.2ch立体音響制作に取り組んだ。IP伝送による
遠隔地でのミキシング検証にも取り組んでいる。
　各場所15日間，毎日 2時間の制作で十両から幕
内の取組までを生中継した。
　初場所，大阪場所では広色域とHDRを活用し
た制作にも取り組み，より魅力あるコンテンツと
なるように検証を続けている。
○一般参賀中継
　例年 1月 2日総合テレビで放送している新年一
般参賀の中継を 8 K・2 K一体化体制で制作した。
8 K中継車と22.2マルチチャンネル音声制作車で
制作し， 8 Kは中継車内で収録， 2 Kは生放送し
た。収録した 8 K素材は後日編集・MAを経て完
プロ化し試験放送で放送した。 2 Kは 8 Kからダ
ウンコンバートされた映像を 2 K中継車に引き込
み文字情報を付加して放送センターへ伝送した。
初めての一体化制作による生放送であったため，
事前に窓ガラスの反射を軽減するフィルターをテ
ストしたり，バックアップで 2 Kカメラをスタン
バイさせたりするなど万全の体制で業務に臨み，
確実な番組制作を行った。
　その他の主なSHV番組制作は以下のとおり。
○プロバスケットボールBリーグ（ 4 K・2 K一体
化）（代々木第二体育館）
○古典芸能への招待・二月大歌舞伎（ 4 K・2 K一
体化）（歌舞伎座）
○『小さな旅』北アルプス涸沢（ 8 K・2 K一体
化）
○第89回選抜高校野球大会（ 8 K-HDR）（阪神甲
子園球場）

2．中継設備・機器

（1）富士山噴火警戒ロボカメ整備
　首都圏ブロック訓練で富士山噴火警戒カメラの
早急の整備が課題となった。世界遺産の富士山に

大規模な噴火が発生した際には，首都圏を中心と
した大きな被害が予想される。富士山の噴火は噴
火直前まで火口が特定できない特性から複数のカ
メラでの監視が求められる。12月に静岡県裾野市
須山にカメラを設置， 1月には山梨県鳴沢村にも
カメラを設置し南北両サイドからの噴火監視態勢
を構築した。
○主な構成・仕様
カメラ：IP監視カメラ　 2式

Q6114-E（AXIS製 パン・チルト・ズー
ム機能）

　　　　最大解像度　1280×720（HDTV 720p）
　　　　最大フレーム数　60／秒
受信操作端末：
コントロールPC2式（HVラック室，NCカメラ卓）
　HDMI出力 4系統・KVMモニター出力 1系統
（2） 4 K-1中継車の整備
　SHV（ 4 K・8 K）の試験放送開始に伴い，15年
に整備した 8 Kスーパーハイビジョン中継車
SHC-1およびSHC-2に続いて，NHK初の 4 K中
継車を整備した。
○主な特徴
　小型HM-1中継車の中型化更新で，車両サイズ
は 8 m級。車内スペースを確保するため発動発電
機は非搭載。
　信号フォーマットは3G-SDIクワッドリンク 
Level-A 2-SAMPLE INTERLEAVE DIVISION
で構成。一部IP Live Production System（NMI：
Network Media Interface）を導入。
　 4 K（広色域・高輝度）と 2 Kの一体化ライブ
制作を実現。
　カメラ制御システムをIP化し，中継車では初め
てPC-MSUを導入。
○車両
・全長／全幅／全高：8.69m／2.44m／3.33m
・総重量：14.3t（搭載300kgを含む）
・定員： 2人
・電源：発動発電機搭載なし
　受電トランス：60kVA
・空調：TX-N24　24000Kcal
○制作設備
・ 4 Kカメラ：常載 5式，最大 9式
　カメラ：HDC4300　 5 式　
　BPU：BPU4500　 5 式　
　CCU：HDCU2000　 5 式
・レンズ：UJ86x9.3B　 3 式，CJ20ex7.8B　 2 式
・ 4 Kスイッチャー：XVS-8000　3ME／2.5D 
DME× 2
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　 4 K：24in×9out　NMI：16in×4out
・DSK：HD-1678　 4 K　 2系統
・映像ルーター：MFR-8000 
　　 4 K 45in×33out，HD 76in×124out
・音声ルーター：IXS-6600
　　ANAstereo 16in×16out，AES 64in×68out
・ 4 Kビデオサーバー：PWS-4500 2 式 4 K 
2in×2out
・XDCAM：XDS-PD2000　 1 式
・静止画装置：N-Telop4K　 1 式
・マルチ画面装置：MV-4210
　　   IN： 4 K× 2，HD×40／OUT：4K× 1，
HD× 4

・HDRコンバーター：HDRC-4000　 3 式　
　　SB-4024　 1 式
・音声ミキサー：BSS-1604 16ch
・インカムマトリックス：Artist64
　　32ポート，MADI 8in×8out
・光伝送装置：MediorNet COMPACT Pro
　　中継車 1式，出先 2式
（3）SHV CSK AH-71の整備
　世界初のSHV CS伝送車設備。 8 K中継車と接
続し 8 K映像と22.2chサラウンド音声伝送を実現。
L1系，L2系で 8 K・4 K伝送可。伝送系は新規開
発された 8 Kコーデック，DVB-S2X変調器，
350W SSPAなどで構築。 8 K信号の大容量伝送
を実現するため，「ボンディング伝送」方式を採
用。 1つの 8 K信号を符号化後 2つのTSに分割
し各変調波に分けて伝送。受信側で各変調波を 1
つに合成して復号し 1つの 8 K信号を得る。また，
従来CSKと同様にシングル 1波，シングル 2波伝
送も可能。
○車両諸元
・全長／全幅／全高：5.8m／2.22m／3.27m
・総重量：約7.5t
○伝送系設備
・アンテナ　1.5mφ
・SSPA　350W　 2式　出力立体合成有
・SHV ENC VC-8900　 2 式
・DVB-S2X変調器　 4式
・U／C変調器 4式
・OW／SCPCモデム 1 式　※スカイホンなし
・DVB-S2X復調器　 2式　※折り返し確認用
○制作系設備
・ 8 K・4 Kルーター　72x72（HD換算）
・CWDM RX 1 式
・FS 8 K用 2 式， 4 K用 2 式
・カメラ，VTR 常載なし ※持ち込み対応 

・クロスコンバーター　 3式
・ 4 Kモニター　 2式， 4 K　WFM　 1式
（4）周波数移行特定ラジオマイクの更新整備
　国の施策・周波数再編に伴い700HMz帯特定ラ
ジオマイクの新周波数帯ラジオマイクへの更新整
備を行った。16年度，中継汎

はん

用
よう

1.2GHz帯ラジオ
マイク・中継汎用TVホワイトスペース帯ラジオ
マイク・中継音楽番組用ラジオマイク・低遅延
OFDMラジオマイクおよび千代田放送会館
CT-150スタジオ専用ラジオマイク設備を整備し
た。

放送技術を通じた社会貢献

1． 視聴者とのふれあいを通じた理解促進活動

○イベント等での視聴者サービス活動
　『NHKのど自慢』予選会の会場で，来場者に
中継車の車内公開，音声MIX体験，舞台裏から
のステージ見学や放送用カメラの操作体験ができ
る「NHKふれあい隊」活動を，関東地方の各県
で 4回実施し，918人が参加した。
　 9・10月の『日本女子オープンゴルフ』『日本
オープンゴルフ』の中継会場では，カメラで自分
のスイングを撮影・再生して，スイングをチェッ
クできるサービスを実施し，2,106人が参加した。
そのほか， 8月の「防災パーク2016」や11月の
「NHK文化祭」で中継車の車内公開などを実施
した。
○「第46回番組技術展」
　魅力的な番組制作や放送の安定送出を目指し，
現場ならではの創意と工夫により，技術職員が開
発した放送機器を一堂に集めた展示会「番組技術
展」を，17年 2 月26～28日の 3日間，放送センタ
ーで開催し，6,415人の来場者にNHK技術の取り
組みを紹介した。「緊急報道サポートナビ」や「双
方向簡易作画装置」「LEDスマート調色・調光シ
ステム」など34点を展示した。また，『大河ファ
ンタジー』「精霊の守り人」でのVFXの取り組み
をセッションとして講演・デモ・体験形式で紹介
した。
　来場者へのアンケートに約90%が「とても満
足」「満足」と回答し，視聴者の放送技術への理
解を深めることができた。

2．NHKならではの放送に向けた技術力向上

○「第53回 放送技術選奨」
　全国放送局の技術者は視聴者が満足できる放送


